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久

須

本

文

雄

宋
代
儒
學
の
特
徴
は
圭
と
し
て
實
践
道
徳
と
訓
詰
と
を
生
命
と
し
特
色
と
し
た
る
從
來
の
儒
學
に
封
し
て
、
哲
學
的
な
解
繹
を
な
し
性

理
學
の
究
明
を
圭
眼
と
し
た
る
所
に
存
す
る
も
の
で
、
孔
孟
の
原
始
儒
敏
と
趣
を
異
に
し
た
る
幽
玄
精
微
な
哲
學
的
色
彩
を
幣
び
た
る
儒

教
哲
學
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
宋
代
に
至
つ
て
か
』
る
新
思
想
的
傾
向
が
儒
學
界
に
醗
醸
さ
れ
た
の
は
、
圭
と
し
て
就
會
的
な

事
情
と
思
想
的
な
影
響
と
に
基
因
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
、
前
者
は
宋
室
帥
ち
太
組
、
太
宗
、
眞
宗
、
仁
宗
等

の
尊
儒
崇
佛
に
よ
る
も
の

で
あ
つ
て
、
後
者
は
訓
詰
學
の
反
動
、
輝
學
の
影
響
、
老
荘
思
想
の
影
響
等
の
三
因
を
羅
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
宋
學
勃
興
の
原
因
は
此

の
四
項
目
に
要
約
さ
れ
る
が
、
殊
に
輝
道
爾
學
の
思
想
的
影
響
に
依
つ
て
宋
代
儒
學
が
哲
學
的
傾
向
を
幣
び
て
き
た
と
も
謂
う
べ
き
で
あ

る
。
宋
代
儒
學
が
醸
成
さ
れ
た
環
境
に
就
て
は
上
述
の
四
種
原
因
を
究
明
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
特
に
思
想
的
原
因
を
明
か
に
す
る
こ
と
に

依
つ
て
宋
學
の
眞
相
を
窺
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
う
。
そ
れ
で
宋
學
の
源
流
を
窺
う
に
は
四
種
の
環
境
に
就
て
究
明
す
べ
き
で
あ
る

が
、
本
論
文
は
殊
に
輝
的
な
環
境
に
就
て
論
述
を
試
み
、
他
の
環
境
に
就
て
は
後
日
の
研
究
に
譲
り
た
い
。
初
期
の
宋
代
儒
學
に
於
け
る

暉
的
環
境
の
全
般
に
亙
つ
て
論
述
す
べ
き
で
あ
る
が
、
特
に
宋
學
の
祀
と
稻
謂
さ
れ
て
い
る
周
灘
漢
に
就
て
そ
の
暉
的
雰
園
氣
を
究
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
子
の
輝
的
環
境
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境
の

一
般
を
窺
見
す
る

こ
と
が
出
來
る
と
考
え
る
。
此
の
研
究
に
依
つ
て
周
子
は
勿
論
彼
を
中
心
と
し
た
る
宋
學
の
源
流
に
如
何
に
輝
的
思
想
の
影
響
を
蒙
つ
た

か
を
知
る
こ
と
が
出
來
得
る
。
宋
學
を
醸
成
し
た
る
原
因
に
は
種
,
あ
る
が
、
殊
に
此
の
輝
學
の
影
響
が
そ
の
圭
因
を
な
す
も
の
で
あ
ら

宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

二
七
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二
八

う
と
考
え
ら
れ
る
し
、
輝
的
思
想
の
影
響
を
無
硯
し
て
は
宋
學
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。
宋
代
は
特
に
輝
界
の
亘
匠
輩
出
し
て
隆
盛
を

極
め
た
が
、
こ
れ
宋
室
の
敬
佛
に
因
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
そ
れ
で
輝
的
環
境
を
窺
う
に
は
宋
室
の
崇
佛
に
就
て
論
及

す
べ
き
で
あ
る
が
、
論
作
の
都
合
上
後
日
の
研
究
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
上
述
し
た
る
如
く
本
論
丈
は
主
と
し
て
周
子
に
於
け
る
輝
的
環

境
を
論
述
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境
の

一
般
を
も
窺
見
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
n
に
於
て
周
子

の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
問
題
の
太
極
圖
並
に
太
極
圖
読
の
作
傳
に
就
て
そ
の
異
読
を
槍
討
し
、
殊
に
佛
者
傳
承
読
の
項
に
於
て
壽
涯

並
に
壽
涯
と
瀟
漢
と
の
關
係
を
論
述
し
、
次
に
口
に
於
て
周
子
の
學
禅
の
状
態
を
諸
種
の
資
料
に
徴
し
て
史
的
考
諮
を
試
み
、
併
せ
て
親

友
關
係
の
事
項
に
も
論
及
し
た
い
と
思
う
。
此
の
論
稿
の
次
に
渥
漢
思
想
と
騨
と
の
關
係
を
論
述
す
べ
き
で
あ
る
が
こ
れ
も
後
日
の
研
究

に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

(
闘
)

周
漁
漢
の
太
極
圖
及
び
太
極
圖
読
の
傳
承
に
就
て
古
來
紛
汝
た
る
異
読
が
存
し
て
議
論

一
定
し
な
い
所
で
問
題
は
極
め
て
複
雑
化
し
て

い
る
。
太
極
圖
の
傳
承
に
關
す
る
諸
説
中
、
主
な
る
も
の
を
列
奉
し
て
分
類
す
る
と
凡
そ
次
の
三
読
に
要
約
さ
れ
得
る
。

第

一
は
周
子
猫
創
読
で
あ
つ
て
、
太
極
圖
を
以
て
周
子
の
自
得
で
あ
り
創
作
で
あ
る
と
圭
張
す
る
も
の
で
、
圭
と
し
て
朱
晦
巷
、
張
南

軒
等
の
説
く
所
で
、
こ
れ
は
全
く
佛
老
者
流
の
關
す
る
所
で
は
無
い
と
し
て
い
る
。

第
二
は
道
士
傳
承
読
で
あ
つ
て
、
太
極
圖
を
以
て
老
荘
者
流
の
所
傳
で
あ
る
と
圭
張
す
る
も
の
で
、
此
の
読

の
先
駆
を
な
し
た
の
は
謝

上
察
の
門
人
宋
の
朱
震

(
號
漢
上
)
で
あ
つ
て
漢
上
易
傳
の
進
周
易
表
に
読
く
所
で
、
そ
の
他
、
胡
五
峯
の
通
書
序
略
、
陸
象
山
の
丈
集

等
に
於
け
る
読
で
あ
る
o

第
三
は
佛
者
傳
承
読
で
あ
つ
て
、
太
極
圖
を
以
て
佛
學
者
流
殊
に
輝
僧
の
所
傳
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
、
宋
の
晃
公
武
の
郡
齋
讃

書
志
、
元
僧
學
隠
本
誠
の
性
學
指
要
、
明
信
室
谷
景
隆
の
省
直
編
等
に
於
け
る
読
で
あ
る
。



以
上
の
如
く
周
子
太
極
圖
の
傳
承
に
關
し
て
の
三
詮
を
離
げ
て
簡
略
に
そ
の
要
旨
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
順
次
そ
の
三
読
を
槍
討
し

て
い
つ
れ
の
詮
が
穏
當
で
あ
る
か
を
窺
つ
て
見
よ
う
。

一
、
周
子
猫
創
説

本
読
は
太
極
圖
並
に
太
極
圖
読
が
他
者
か
ら
の
傅
承
で
は
無
く
し
て
、
周
子
自
ら
の
猫
創
で
あ
り
天
與
自
得
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
も

の
で
、
朱
張
等
の
圭
張
す
る
所
で
、
朱
子
の
読
は
彼
の
太
極
圖
解
並
に
通
書
解
の
序
蹟
、
江
州
軍
建
濃
漢
先
生
書
堂
記
、
伊
洛
渕
源
録
等

に
見
ら
れ
る
。
朱
詮
の
要
旨
を
窺
う
と
灘
漢
先
生
書
堂
記
に

若
二演
漢
先
生
一者
、
其
天
之
所
レ卑
而
得
二
乎
斯
道
之
傳
一者
與
:
:
蓋
自

廟
衰
孟
輌
氏
波
一而
此
道
之
傳
不
レ属
、
更
こ秦
及
漢
↓
歴
二晋

階
唐
納
以
至
二
干
我
有
宋
雨
聖
組
受
レ
命
、
五
星
集
'奎
、
實
開
二丈
明
之
運
h
然
後
氣
之
湛
者
醇
、
判
者
合
、
清
明
之
稟
、
得
三
以
全
二付

乎
人
剛
而
先
生
出
爲
、
不
レ
由
二師
傳
↓
獣
二契
道
鶴
↓
建
レ圖
属
'書
、
根
レ極
領
レ要
、
當
二時
見
而
知
ジ之
、
・
:
・周
公
孔
子
孟
氏
之
傳
、

換
然
復
明
二於
當
世
↓
(文
集
、
七
八
)

伺
、
彼
の
通
書
後
記
に

通
書
者
渥
漢
夫
子
之
所
レ作
也
、
夫
子
姓
周
氏
名
惇
願
字
茂
叔
、
自
レ少
帥
以
二學
行
一有
レ聞
二於
世
一
而
莫
ゴ或
知
二其
師
傳
之
所
ア自
、
猫

以
三河
南
爾
程
夫
子
嘗
受
レ
學
焉
而
得
二孔
孟
不
傳
之
正
統
納
則
其
淵
源
因
可
二概
見
嚇
(文
集
、
八
一
)

こ
れ
等
に
徴
し
て
明
瞭
で
あ
る
が
如
く
、
朱
子
は
他
の
圖
詮
傳
承
読
を
排
し
専
ら
周
子
が
師
傳
に
由
ら
す
し
て
、
自
ら
道
髄
を
獣
契
し
太

極
圖
、
太
極
圖
読
、
及
び
通
書
を
制
作
し
孔
孟
不
傳
の
正
統
を
得
た
も
の
と
し
て
い
る
。
次
に
張
南
軒
の
設
を
見
る
に

惟
周
子
生
二乎
千
有
飴
年
之
後
噛
超
然
猫
得

大
易
之
傳
↓
所
謂
太
極
圖
乃
其
綱
領
也
、
(宋
元
學
案
、
巻
五
〇
、
南
軒
學
案
條
)

或
は
詔
州
濠
漢
先
生
祠
堂
記
に

.某
嘗
孜
二先
生
之
學
h
淵
源
精
粋
、
實
自
得
二於
其
心
ハ
而
其
妙
乃
在
二太
極

一
圖
ハ
(南
軒
文
集
、
巷
一
〇
)

伺
、
郡
州
復
蕾
學
記
に

宋
學
の
源
流
に
於
け
る
縄
一的
環
境

二
九
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三
〇

惟
侯
唱
二明
絶
學
工J千
載
之
下
↓
學
者
宗
レ之
所
謂
灘
漢
先
生
者
在
二當
時
一之
所
一一建
立
↓
(同
上
、
巻
九
)

尚
{
南
軒
の
太
極
圖
詮
解
序
に
於
て

太
極
圖
乃
涯
漢
自
得
之
妙
、
蓋
以
手
授
二
二
程
先
生
一者
、
或
日
、
漁
漢
傳
二太
極
圓
於
穆
修
↓
修
之
學
出
二於
陳
搏
↓
量
其
然
乎
、
此
非
三

諸
子
所
二得
而
知
一也
、
其
言
約
、
其
義
微
也
、
自
二孟
子
一以
來
未
二之
有
一也
、
通
書
之
読
大
抵
皆
獲
二
明
此
意
ハ

と
て
、
明
道
、
伊
川
の
二
程
道
學
の
傳
が
旛
漢
よ
り
螢
し
、
太
極
圖
は
周
子
自
得
の
妙
に
し
て
周
子
は
太
極
圖
を
穆
修
よ
り
傳
授
さ
れ
た

る
も
の
で
な
い
こ
と
等
を
論
じ
て
い
る
。
周
子
の
太
極
圖
並
に
圖
読
は
千
載
絶
學
の
後
に
唱
明
し
、
猫
自
罷
得
の
も
の
と
し
て
い
る
の
を

以
て
し
て
も
、
朱
詮
と
同
じ
く
周
子
自
得
読
で
あ
る
こ
と
首
肯
せ
ら
れ
る
。
此
の
張
南
軒
の
周
子
自
得
論
は
朱
子
の
詮
に
擦
る
も
の
で
あ

つ
て
、
而
し
て
朱
子
論
は
胡
五
峯
の
所
謂

「
今
周
子
啓
二程
子
兄
弟
ハ以
こ不
傳
之
妙
ご

(通
書
序
略
)
或
は
播
清
逸
の
所
謂

「濾
漢
作
二太

極
圖
易
読
易
通
↓」
(漁
漢
先
生
墓
誌
銘
、
周
子
全
書
巻
六
)
の
周
子
猫
創
読
を
圭
な
る
根
糠
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
朱
張
爾
子
の
周
子
猫
創
説
を
窺
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
朱
子
が
儒
敏
の
奪
嚴
維
持
の
爲
め
に
も
方
便
的
に
假
托
し
た
る
傾
向

が
濃
厚
で
あ
り
、
倫
、
朱
子
が
諸
本
に
基
き
周
書
を
編
纂
す
る
に
際
し
、
圖
読
の
傳
授
に
關
し
て
從
來
の
周
子
猫
創
読
に
疑
念
を
抱
き
是

正
し
よ
う
と
し
た
が
、
病
を
得
て
途
に
果
さ
す

(再
定
太
極
圖
解
後
序
、
朱
子
文
集
、
巻
七
六
壕
照
)
に
絡
つ
て
居
り
、
荷
叉
、
朱
子
は

張
忠
定
公
、
嘗
從
二希
夷

學
、
而
論
二公
事
之
有
二陰
陽
↓
頗
與
二圖
読
意
一合
、
籍
疑
、
是
詮
之
傳
、
固
有
一一端
緒
噛
至
二於
先
生
↓
而
後
得
二

之
於
心
↓
而
天
地
萬
物
之
理
、
釦
細
幽
明
高
下
精
粗
無
'所
レ不
レ貫
、
於
レ是
始
爲
二此
圓
一以
磯
二其
秘
一耳
、
(同
上
)

と
て
、
濠
漢
學
が
陳
紳
穆
よ
り
傳
授
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
た
る
如
き
口
吻
を
洩
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
周
子
自
作
読
は
信
愚
す
べ

き
読
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
術
、
荻
原
捷
氏
の

「
周
濾
漢
の
哲
學
」
三

一
〇
頁
以
後
)
に
於
て
、

朱
子
読
の
訣
黙
と
し
て
帥
ち
9
、

以
前
の
圖
読
傳
読
に
封
す
る
槍
籔
の
不
徹
底
、
口
、
立
論
の
根
擦
薄
弱
、
日
、
猫
創
性
の
訣
乏
、
四
、
理
論
的
矛
盾
、
田
、
用
語
の
不
適

切
、
等
の
五
條
を
羅
げ
て
該
読
の
,非
.な
る
こ
と
を
反
駁
讃
明
し
て
い
る
。
今
そ
の
要
旨
を
摘
記
し
て
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
帥
ち

第

一
、
朱
子
は
陳
穆
壽
涯
の
諸
傳
読
を
十
分
批
制
的
に
考
察
す
べ
き
で
あ
る
に
關
ら
す
そ
の
考
慮
を
訣
い
た
。
即
ち
漢
上
、
五
峰
等
の



詮
を
輕
ん
じ
て
批
評
不
徹
底
に
了
つ
た
。

第
二
、
濠
漢
自
得
設
は
根
糠
を
濡
誌
に
の
み
置
い
た
。
そ
の
基
礎
に
播
誌
は
絶
封
に
正
し
い
と
の
假
定
を
含
む
。

第
三
、
朱
読
も
亦
猫
創
的
で
は
な
く
し
て
五
峰
、
南
軒
の
読
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

一
方
五
峰
詮
に
封
し

「
播
誌
を
見
す
し
て
云
云
す

る
の
み
」
と
評
し
つ
』
、
他
方
其
の
読
を
播
取
し
て
自
己
の
見
解
を
作
つ
た
。

第
四
、
朱
子
の
濾
漢
自
得
読
は
其
の
道
統
論
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
は
大
い
な
る
矛
盾
が
あ
る
。
何
ぞ
や
矛
盾
と
は
。

一
方
濾

漢
の
天
授
自
得
を
圭
張
し
つ
』
、
他
方
二
程
が
直
接
孔
孟
不
傳
の
學
を
難
承
し
た
と
屡
、
詮
い
て
居
る
事
實
を
指
す
。

第
五
、
不
由
師
傳
、
獣
契
道
禮
、
得
傳
於
天
、
叉
は
承
天
鼻
、
等
の
語
適
切
な
ら
す
。

爪何
、
同
書

(一=
一七
頁
以
後
)
に
於
て
も
漁
漢
に
は
豊
富
な
學
識
と
猫
創
力
を
訣
い
て
い
る
と
し
て
、
周
子
自
作
説
を
論
駁
し
て
い
る
が
こ

れ
は
梢
、
酷
評
に
過
ぎ
る
と
思
う
。
蓋
し
朱
子
の
周
子
自
作
説
に
封
す
る
疑
念
並
に
荻
原
氏
の
読
に
徴
し
て
も
、
太
極
圖
及
び
圖
設
ほ
他

者
よ
り
の
偉
承
で
あ
つ
て
濠
漢
自
ら
の
猫
創
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
考
え
る
。
か
く
周
氏
猫
創
詮
は
首
肯
す
る

こ
と
の
出
來
な
い
否
定
的

結
論
に
臨
清
し
た
か
ら
、
更
に
論
を
進
め
て
第
二
の
道
士
所
傳
読
を
槍
討
す
る
こ
と
」
す
る
。

二
、
道
士
所
傳
読

此
の
読
は
太
極
圖
が
宋
初
の
道
士
陳
簿
よ
り
紳
放
、
穆
修
を
経
て
周
渥
漢
に
傳
授
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
、
朱
漢
上
の
読
が
そ
の
哨
矢

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
朱
震
は
漢
上
易
傳
の
進
周
易
表
に

陳
搏
以
二先
天
圖

傳
二紳
放
↓
放
傳
二穆
修
紬
修
傳
一李
之
才
↓
之
才
傳

郡
雍
ハ
放
以
二河
圖
洛
書

傳
二李
瀧

↓
瀧
傳
二許
堅
↓
堅
傳
一萢
誇

昌
(
誇
昌
傳
二劉
牧
納
修
以
二太
極
圖
一侮
二周
敦
願
ハ
〃敦
臨
…傳

程
願
程
願
↓
云
云
、
(宋
元
學
案
、
巻
三
七
、
漢
上
學
案
)

河
圖
洛
書

「
李
概
1
許
堅
ー
萢
講
昌
ー
劉
牧

と
記
し
て
い
る
。
朱
震
の
説
に
よ
つ
て
太
極
岡
の
傅
系
を
表
示
す

藩

=
f
陳
簿
i

秒
放
-
「
穆
修
」
露

⊥
。
難

宋

學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

る

と
次

の
如
く

で
あ

る
。

一一=
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此
の
朱
読
に
よ
る
と
、
太
極
圖
は
陳
搏
に
由
來
し
、
陳
搏
は
紳
放
を
経
て
穆
修
よ
り
周
濾
漢
に
傅
授
し
、
更
に
周
子
は
二
程
子
に
相
傳
し

た
の
で
あ
る
。
此
の
朱
震
の
陳
搏
傅
授
読
は
太
極
圖
の
作
者
が
陳
搏
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
す

べ
き
で
あ
る
。
次
に
胡
五

峰
の
傅
授
説
を
窺
う
に

通
書
四
十
章
周
子
之
所
レ述
也
、
(省
略
)
推
二其
道
學
所
ツ自
、
或
日
、
傳
一太
極
圖
於
穆
修
一也
、
傳
二先
天
圖
於
紳
放
軸
放
傳
二於
陳
搏
↓

此
殆
其
學
之

一
師
鰍
、
非
二其
至
者
一也
、
(通
害
序
略
)

と
あ
る
が
如
く
、
周
子
が
太
極
圖
を
陳
搏
よ
り
傳
受
し
た
る
も
の
と
し
て
、
胡
五
峰
は
朱
震
と
同
じ
く
陳
搏
傳
授
読
を
な
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
れ
ら
を
學
の
師
と
し
て
は

「非
二其
至
者
一也
」
と
し
て
輕
覗
し
て
い
た
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
薮
を
以
て
彼
の
所
謂

「今
周
子

啓
二
程
子
兄
弟
一以
二
不
傳
之
妙
一」
(序
略
)
に
徴
し
て
、
陳
搏
傳
授
読
よ
り
も
寧
ろ
周
子
猫
創
読
に
あ
る
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

朱
震
の
陳
褥
所
傳
詮
に
封
し
て
賛
否
の
爾
読
が
あ
る
。
帥
ち
朱
晦
巷
並
に
度
性
善
は
否
定
的
態
度
を
と
り
、
陸
象
山
並
に
毛
西
河
は
肯

定
的
態
度
を
と
つ
て
い
る
。
朱
度
陸
毛
四
家
の
読
の
出
典
を
見
る
に
、
朱
子
読
は
圖
読
通
書
再
定
後
序
に
、
性
善
読
は
濾
漢
年
譜
附
詮
に

而
し
て
象
山
読
は
丈
集
巻
二
の
與
朱
元
晦
書
に
、
西
河
詮
は
太
極
岡
詮
遺
議
に
各
、
論
述
し
て
い
る
。
此
の
四
家
の
詮
に
就
て
は
雀
略
す

る
が
、
殊
に
反
封
論
者
の
朱
子
に
於
て
は
、
播
清
逸
の
濾
漢
先
生
墓
誌
銘
に
よ
つ
て
考
定
し
な
い
こ
と
に
由
る
朱
震
の
誤
謬
で
あ
る
と
断

じ
て
い
る
。
既
に
提
示
し
た
る
如
く
、
朱
子
は
滑
誌
に
所
謂

「
濾
漢
作
二太
極
圖
易
読
易
通
こ

を
唯

一
の
根
篠
と
し
て
、
周
子
猫
創
詮
を

提
唱
せ
ん
た
め
の
論
評
で
猫
漸
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
周
子
猫
創
読
の
項
に
於
て
論
述
し
た
る
が
如
く
、
該
読
を
首
肯
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
と
思
う
。

太
極
圖
の
作
者
に
關
し
て
、
朱
漢
上
を
始
め
そ
の
他
の
諸
家
は
陳
搏
詮
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
此
の
読
と
は
異
な
つ
た
設
が
あ
る
。
帥

ち
黄
宗
炎
の
河
上
公
読
と
佛
組
統
記
の
麻
衣
道
者
読
と
を
學
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。

黄
宗
炎
は
黄
宗
義
の
弟
に
し
て
、
彼
の
著
作
憂
患
學
易
の
中
に
太
極
圖
辮
が
あ
る
が
、
宋
元
學
案
に
黄
百
家
が
叔
父
宗
炎
の
説
遊
載
せ

て
M
る
。
御
ち
冒
頭
に
周
子
の
太
極
圖
は
漢
の
河
上
公
に
よ
つ
て
創
始
さ
れ
た
る
方
士
修
錬
の
術
で
あ
る
と
記
し
て
、
次
の
如
く
圖
の
傳



系

を

述

べ
て

い
る
o

致

二
河

上
公
本

哨
圖

名
二
無

極
圖

↓
魏

伯
陽

得
レ
之

、
以
著

二
参

同
契

↓
鐘
離

櫻
得

'
之
、
以
授

二
呂

洞
賓

↓
洞
賓
後

與

二
陳
岡

南

嶋
同
隠

二華

山
一

而

以
授

レ陳

、
陳

刻

二
之
華

山

石
壁

↓
陳

又
得
二
先

天

圖

干
麻

衣
道

者

↓
皆

以
授

二紳

放

↓
放

以
授

二
穆
修

與
二
僑

壽

涯
↓
修

以
二
先

天
圖

一授

二

李
挺

之

一
挺
之

以
授

二
郡

天
翌

↓
天
隻

以
授

二
子
発

夫

触
修

以
二
無

極
圓

一授

二
周
子

適
周

子

叉
得

二
先

天

地
之

偶

干
壽

涯

ス
省
略
)
、
周

子
得

二

此
詮

一而
顛

二
倒
其

序

↓
更

易
二
其

名

一
附

二
干
大

易

一以

爲
二
儒

者
之

秘
傳

↓
(朱
元
學
案
、
巷

一
ご
、
濾
総
學
案
)

此

の
傳

系

左
表

示

す

る
と

次

の
如
く

で

あ
る
。

　

露

鯉

離
ー

洞
賓
壌

ー

〈
穆
修
く
藩

軽

.γ
郡
天
隻
ー
郡
発
夫

(無
極
圖
卸
ち

太
極
圃

)

講

罐
灘

,

帥
ち
此
の
傳
系
に
依
る
と
、
太
極
圖
は
元
來
無
極
圖
と
構
謂
さ
れ
、
周
子
こ
れ
を
得
て
そ
の
序
を
顛
倒
改
攣
し
て
圖
論
を
作
つ
た
様
で
あ

る
。
周
子
に
傳
授
し
た
と
す
る
穆
修
の
無
極
圖
は
河
上
公
よ
り
傳
承
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

次
に
佛
祀
統
記

(第
四
三
)
の
所
読
を
見
る
に

慮
士
陳
搏
受
二易
於
麻
衣
道
者
↓
得
二所
レ述
正
易
心
法
四
十
二
章
↓
理
極
二
天
人
↓
歴
二証
先
儒
之
失
一
簿
如
爲
二之
註
納
及
レ受
二河
圖
洛
書

之
訣
嚇
登
二易
道
之
秘
納(省
略
)
有
二方
服
而
麻
衣
者
肉
妙
一達
易
道
↓
始
獲
二河
圖
之
秘
鱒以
授
二希
夷
↓
希
夷
始
箸
レ訣
傳
レ世
、

邸
ち
陳
搏
が
易
道
に
妙
達
し
た
る
麻
衣
道
者
よ
り
易
を
傳
授
さ
れ
、
搏
こ
れ
に
註
を
作
り
河
圖
洛
書
の
訣
を
受
け
る
に
及
ん
で
、
易
道
の

秘
を
磯
し
た
と
記
し
て
い
る
。
倫
、
佛
祀
統
記
に
は
鏡
若
水
が
陳
搏
を
華
山
に
往
訪
し
た
る
際
、
老
倫
麻
衣
道
者
と
會
見
し
た
る
記
事
を

載
せ
、
絡
り
に

「
問
僧
何
人
、
搏
日
、
吾
師
麻
衣
道
者
也
」
と
記
し
て
い
る
。
統
記
の
読
は
太
極
圖
が
麻
衣
道
者
に
由
來
し
、
陳
搏
こ
れ

を
傳
受
し
控
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
太
極
圖
読
潰
議
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
麻
衣
が
易
を
陳
搏
に
偉
授
し
た
と
な
す
清

の
毛
西
河
の
麻
衣
道
者
説
と
同
じ
で
あ
る
。
此
の
読
は
黄
宗
炎
の
傳
系
詮
に
於
て
も
、
そ
の

一
部
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、

宋
學
の
源
流
に
於
け
る
縄
肝的
環
倍算

三
三
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四

こ
れ
は
傍
系
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
太
極
圖
の
作
成
傳
授
に
就
て
朱
震
の
陳
搏
説
、
黄
宗
炎
の
河
上
公
説
、
佛
組
統
記
並
に
毛
西
河
の
麻
衣
読
を
窺
見
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
等
を
見
る
と
各
読
共
相
當
の
理
由
が
存
し
て
一
概
に
排
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
思
う
が
、
叉
肯
定
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
。

依
つ
て
こ
れ
等
該
説
の
略
評
を
試
み
て
そ
の
眞
傭
の
鮎
を
明
か
に
し
た
い
。

最
初
、
陳
搏
読
で
あ
る
が
、
此
の
読
を
提
唱
し
た
る
朱
震
は
上
藥
門
の
最
著
で
、
紹
興
七
年
卒
す
る
や
高
宗
が
衷
心
痛
惜
し
た
る
程
の

人
物
で
、
彼
の
著
作
に
漢
上
易
集
傳
十

一
巻
、
卦
圖
三
巻
、
叢
詮

一
巻

(四
庫
提
要
、
巻
一一、
易
類
)
が
あ
り
、

そ
の
學
識
は
経
學
深
醇
と

評
せ
ら
れ
清
の
全
組
望
は

「然
漢
上
之
立
身
則
粋
然
眞
儒
也
」
(宋
元
學
案
、
巻
三
七
、
漢
上
學
案
)
と
迄
述
べ
て
い
る
。

然
し
彼
の
読
に
は

`

鴨

納
監
穏
尚甲
を
敏
く
所
が
散
見
し
て
い
る
。
帥
ち
彼
の
漢
上
易
解
に

以

易
傳
一爲
レ宗
、
和
二
會
雍
載
之
論
↓
上
采
二漢
魏
呉
晋
↓
下
逮
層肴
唐
及
今
↓

包
二括
異
同
画
庶
幾
道
離
而
復
合

(宋
元
學
案
、
同
上
)

と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

自
読
に
於
て
從
來
諸
家
の
易
詮
を
全
部
統
合
せ
ん
と
し
た
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
藪
を

以
て
全
組
望
は

「
漢
上
謂
周
程
張
劉
郡
氏
之
學
出
二於

一
師
一」
と
て
周
程
張
劉
郡
諸
家
の
易
學
は
総
べ
て
陳
搏
に
擦
く
と
な
す
朱
震
の
言
を
載
せ
て

「其

読
恐
不
レ可
レ信
」
と
評
し
て
い
る
が
、
四
庫
提
要
に
於
て
も

「
其
詮
頗
爲
二後
人
所
フ疑
」
(漢
上
易
集
解
の
條
)
と
論
評
し
て
い
る
。
漢

上

の
陳
搏
論
は
最
も
古
い

一
説
と
し
て
存
す
べ
き
で
あ
る
が
、
容
易
に
信
を
置
く

こ
と
は
出
來
な
い
。
胡
五
峰
の
論
は
蓋
し

一
面
陳
搏
訟
で

あ
り
他
面
周
子
猫
創
詮
を
な
し
て
い
て
、
彼
の
意
が
寧
ろ
後
者
に
あ
る
が
如
き
で
あ
る
が
、
梢
、
穏
當
を
訣
い
て
い
る
と
評
す
べ
き
で
あ

る
。
彼
は

「
此
殆
其
學
之

一
師
鰍
、非
二其
至
者
一也
」
と
論
じ
て
、

陳
搏
を
周
子
の
學
師
と
し
て
は
輕
視
し
て
居
り
疑
問
の
見
解
を
持
つ

て
い
る
の
を
見
て
も
陳
搏
読
は
眞
を
敏
く
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
陳
搏
作
爲
設
は
信
す
る
こ
と
が
出
來
た
い
が
、
陳
搏

は
宋
皮

(四
五
七
、
隠
逸
憾
)
に
そ
の
傳
が
記
載
さ
れ
、
宋
の
太
宗
よ
り
希
夷
の
號
を
賜
う
た
著
明
な
道
士
で
そ
の
實
在
は
確
實
で
あ
る
。

次
に
毛
西
河
並
に
佛
阻
統
記
に
於
け
る
麻
衣
道
者
詮
に
就
て
で
あ
る
が
、
麻
衣
と
宋
の
太
組
と
の
問
答
を
緻
陽
外
傳
疏

(歌
陽
外
傳
は
瓢

秀
縄
師
の
作
で
あ
る
が
疏
の
作
者
は
不
詳
)
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
佛
租
歴
代
通
載

(俗
ご
六
)
に
韓
載
し
て
い
る
の
を
見
る
に
、



因
問
二紳
倫
麻
衣
ハ天
下
何
時
定
、
麻
日
、
甲
子
方
大
定
、
伍
封
以
二
三
武
慶
敏
之
鍋
∵
帝
深
然
レ之
。

と
。
こ
れ
は
通
載
の
太
祀
初
年
建
隆
元
年
の
條
に
記
載
し
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
か
」
る
読
話
を
全
く
首
肯
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
し
、

叉
、
神
倫
傳
に
も
麻
衣
傳
が
無
い
所
か
ら
し
て
も
梢
、
疑
問
硯
し
て
い
る
。
荷
、
陳
搏
が
傳
受
し
た
と
さ
れ
る
廓
衣
易
に
就
て
、
朱
子
は

交
集
巻
八
一
に
於
け
る
書
麻
衣
心
易
後

へ淳
煕
四
年
撰
)
並
に
再
蹟
獅
衣
易
読
後

(淳
煕
十
四
年
撰
)
の
蹟
交
に
於
て
そ
の
儒
作
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
℃
薮
を
以
て
麻
衣
傳
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
購
陳
傳
授
を
確
誰
す
べ
き
資
料
が
無
い
の
で
、
太
極
圖
の
麻
衣
作
傳
詮
も
信

態
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
が
、
然
し
彼
は
五
代
宋
初
の
入
物
で
あ
る
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
。

、
次
に
黄
宗
炎
の
河
上
公
読
郎
「ち
無
極
圖

(
太
極
圖
)
が
河
上
公
に
よ
つ
て
創
始
さ
れ
た
る
方
士
修
錬
の
術
で
あ
る
と
し
て
い
る
見
解
で

あ
る
が
、
そ
の
河
上
公
傳
に
就
て
陸
徳
明
の
繹
丈
叙
録
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
丈
帝
の
時
、
河
上
.即
ち
陳
州
の
河
濱
に
居
住
し
て
い
た
隠
者

で
、
老
子
章
句
四
巻
を
著
作
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
此
の
河
上
公
の
實
在
は
疑
問
で
架
室
的
人
物
と
し
か
考
え
ら
れ
ぬ
。
依
つ
て
河
上

公
創
始
詮
は
捏
造
し
た
る
虚
読
で
信
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

以
上
作
圖
に
關
し
て
の
陳
搏
論
、
麻
衣
論
、
河
上
公
読
の
略
評
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
三
論
共
信
懸
す
る

こ
と
が
出
來

な
く

な

つ

た
。
依
つ
て
圖
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
に
就
て
は
解
ら
な
い
が
、
然
し
道
家
者
流
の
徒
が
こ
れ
を
作
爲
し
、
陳
搏
が
傳
え
た
も
の
と
推
定

し
て
置
き
た
.い
。

圖
の
作
者
と
そ
の
傳
授
者
と
に
就
て
は
略
監
上
述
の
如
く
考
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
圖
説
の
作
者
に
就
て
の
問
題
で
あ
る
。
此
の

圖
読
作
爲
者
に
就
て
も
容
易
に
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
陳
搏
設
、
紳
穆
論
、
濾
漢
詮
の
三
読
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
こ
れ
等
各

読
に
就
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
陳
搏
読
に
就
て
窺
見
す
る
に
陳
搏
を
圖
の
傳
授
者
と
し
て
推
定
し
た
る
鮎
か
ら
、
樹
、
彼
が
實
に
高
宗
か

ら
崇
敬
さ
れ
た
博
學
の
士
で
あ
る
所
か
ら
推
察
す
る
と
、
岡
論
作
者
と
し
て
適
當
な
人
物
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彼
を
作
者
と
假
定
し
た
場

合
、
陳
搏
が
自
ら
筆
録
し
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
時
は
門
弟
の
稗
穆
等
が
師
詮
を
録
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
黄
宗
炎
が

周
子
を
圖
読
作
者
と
し
て
い
る
様
に
窺
見
さ
れ
る
が
、
周
子
の
學
詮
思
想
の
黙
か
ら
し
て
此
の
周
子
論
も
首
肯

さ
れ
る
。
か
く
考
え
る
と

{木
訓學
の
源
流
に
.於
け
る
鯉陣
的
掴振
境

三
五
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そ
の
推
定
は
容
易
で
は
無
い
が
、
三
読
の
中
、
陳
搏
詮
と
灘
漢
読
が
有
力
と
考
え
ら
れ
る
。
圖
の
作
者
が
道
士
と
推
定
さ
れ
た
か
ら
陳
搏

だ
ら
う
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、
然
し
此
の
圖
読
作
者
は
陳
搏
か
或
は
漁
漢
か
の
誰
か
で
あ
ら
う
と
推
定
し
て
置
き
た
い
。

三
、
佛
者
傳
承
読

此
の
説
は
第
二
道
士
傳
承
読
の
項
に
於
て
、
太
極
圖
読
の
作
者
を
道
士
と
し
そ
の
傳
授
者
を
陳
搏
で
あ
ら
う
と
推
定
し
た
る
の
と
は
異

つ
て
、
該
圖
が
佛
者
殊
に
輝
者
の
作
爲
と
傳
授
と
に
依
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
輝
者
傳
承
読
は
晃
公
武
の
郡
齊
讃
書
志
に
於
け

る
宋
の
晃
景
迂
の
言
並
に
度
性
善
の
濾
漢
年
譜
、
榛
漢
志
、
及
び
塞
谷
景
隆
撰
の
術
直
編
等
に
見
ら
れ
る
周
學
の
佛
者
淵
源
読
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
此
等
の
資
料
に
基
い
て
佛
者
傳
承
説
を
窺
つ
て
み
よ
う
。

晃
公
武
の
讃
書
志
に
因
れ
ば

晃
景
迂
云
、
胡
武
不
周
茂
叔
同
師
二潤
州
鶴
林
寺
信
壽
涯
{其
後
武
不
傳
二其
學
干
家
(茂
叔
則
授
二
二
程
叫
(巻

一)

と
記
し
て
あ
る
が
如
く
、
周
濾
漢
の
學
師
を
潤
州
鶴
林
寺
の
倫
壽
涯
と
し
て
い
る
。
術
、
周
子
が
壽
涯
に
師
事
し
て
先
天
地
の
偶
を
得
た

こ
と
に
就
て
、
黄
百
家
は
宋
元
學
案

(谷
=
一)
に
晃
公
武
の
言
と
し
て
こ
れ
を
次
の
如
く
掲
せ
て
い
る
。

晃
氏
謂
、
元
公
師
=事
鶴
林
、寺
僧
壽
涯
↓
而
得
乙
有
レ物
先
・一天
地
齢無
形
本
寂
蓼
能
爲
二萬
象
圭
一不
下途
二四
時

一凋
士
之
偶
、甲

荷
、
同
じ
く
宋
元
學
案
に
も
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

周
子
又
得
二天
地
之
偶
干
壽
涯
噛

上
掲
の
讃
書
志
引
用
の
交
は
南
宋
胡

一
桂
の
周
易
啓
蒙
翼
傅

(伊
川
易
傳
條
)
並
に
毛
西
河
の
太
極
圖
説
遣
議

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
次

に
度
性
善
の
渥
漢
年
譜

(周
子
全
書
、
巻
五
)
に
は
濾
漢
と
壽
涯
と
に
就
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

或
謂
先
生
胡
丈
恭
公
、
同
師
二潤
州
鶴
林
寺
倫
壽
涯
↓
或
謂
郡
康
節
之
父
還
二遁
丈
恭
於
鷹
山
剛
從
二隠
者
老
浮
圖
一遊
、
途
同
授
二
易
書
↓

所
謂
隠
者
疑
印
壽
涯
也
、

宋
元
學
案

(巻
=
一)
に
引
用
し
て
い
る
濠
漢
志
の
丈
に
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。



先
生
嘗
至
こ潤
州
↓
與
二濠
漢
一遊
、
或
謂
濾
漢
與
二先
生
一同
師
二潤
州
鶴
林
寺
曾
壽
涯
↓
或
謂
郡
康
節
之
父
耀

遍
先
生
干
鷹
山
一
從
一一隠

者
老
浮
屠
一遊
、
逐
同
受
二易
書
↓
(文
恭
醐
先
生
宿
條
下
附
録
)

濠
漢
年
譜
と
濠
漢
志
と
の
丈
を

比
較
し
て
見
る
に
、

前
者
に
は

「
先
生
嘗
至
二潤
州
輔與
二濠
漢
一遊
」

が
省
略
さ
れ
て
居
り
、
後
者
に
は

「
所
謂
隙
者
疑
帥
壽
涯
也
」
を
訣
い
て
い
る
が
そ
の
他
は
大
同
小
異
で
あ
る
。

薮
に
列
記
し
た
る
晃
公
武
並
に
度
性
善
の
読
に
就
て
考
察
し
て
見
よ
う
。
公
武
が
讃
書
志
に
揚
げ
た
る
晃
景
迂
で
あ
る
が
、
景
迂
は
仁

宗
嘉
訪
四
年
(西
紀
一
〇
五
九
)
に
生
れ
南
宋
高
宗
建
炎
四
年
(西
紀
一
一
三
〇
)
七
十

二
歳
を
以
て
殴
し
た
の
で
あ
る
が
、
濾
漢
の
残
年
に
は

景
迂
は
志
學
の
年
に
達
し
て
い
た
。
か
く
景
迂
は
濠
漢
の
晩
年
期
に
ま
た
が
つ
て
い
る
か
ら
濠
漢
師
俗
読
中
最
古
の
設
と
謂
う
べ
き
で
あ

る
。
公
武
は
如
何
な
る
も
の
に
糠
つ
て
讃
書
志
に
記
し
た
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
上
述
の
如
く
景
迂
が
濾
漢
在
世
期
の
人
物
で
あ

り
、
彼
の
読
が
最
古
の
も
の
で
あ
る
所
か
ら
考
え
て
も
、
濾
漢
が
壽
涯
に
師
事
し
た
と
な
す
景
迂
説
は
疑
問
の
黙
も
あ
ら
う
が

一
慮
是
認

し
て
畳
く
。
晃
公
武
、
胡

一
桂
、
毛
西
河
、
黄
百
家
、
度
性
善
、
室
谷
景
隆
、
並
に
常
盤
大
定
氏
等
の
諸
家
皆
景
迂
の
言
を
基
と
し
て
此

の
詮
を
肯
定
し
て
い
る
。
讃
書
志
に
於
け
る
景
迂
の
言
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
如
く
、
濾
漢
の
師
に
壽
涯
が
あ
つ
た
と
記
す
る
の
み
で
、

何
等
太
極
圖
な
り
易
書
な
り
を
壽
涯
よ
り
得
た
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
所
謂

「其
學
」
と
は
佛
學
と
し
か
考
え
ら
れ
す
易
學
な
る
も

の
を
指
示
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

そ
れ
で
常
盤
大
定
氏
が
そ
の
著

「
支
那
に
於
け
る
佛
敏
と
儒
敏
道
敷
」
の
壽
涯
條

(二
〇
四
頁
)

に
於
て
讃
書
志
並
に
周
子
全
書
の
文
と
し
て
記
載
し
て
い
る

「
胡
武
不
と
共
に
太
極
圖
を
受
け
て
之
を
二
程
子
に
授
け
た
り
と
い
ふ
」
に

所
謂

「
太
極
圖
」
は
首
肯
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
し
、
又
、
讃
書
志
並
に
周
子
全
書
に
は
此
の
太
極
圖
な
る
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

曲
解
と
思
わ
れ
る
し
、
倫
、
常
盤
氏
は
濠
漢
が
壽
涯
よ
り
先
天
地
偶
、
易
書
、
太
極
圖
を
受
け
た
ご
と
を
認
め
て
い
る
が
疑
問
と
す
べ
き

で
あ
る
。

次
に
讃
書
志
並
に
濃
漢
年
譜
等
に
所
謂
潤
州
鶴
林
寺
僧
壽
涯
に
就
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
潤
州
鶴
林
寺
並
に
廊
山

傳
詮
に
就
て
槍
討
し
て
見
た
い
。

・宋
墨
・の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

三
七
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壽
涯
の
佳
し
た
と
謂
わ
れ
る
潤
州
鶴
林
寺
は
林
間
録
に
擦
る
と
そ
の
奮
名
を
京
江
の
竹
林
寺
と
構
呼
し
て
い
た
。
大
明

一
統
志
に
よ
る

と
鶴
林
寺
は
黄
鶴
山
に
あ
り
て
奮
名
を
竹
林
寺
と
構
し
て
居
り
、
倫
、

一
統
志
に
は
三
國
の
呉
の
時
に
鎭
江
府
に
京
に
鎭
を
置
き
唐
初
に

至
り
て
潤
州
を
置
く
と
記
し
て
あ
る
。
樹
、
毛
西
河
は
遺
議
に
於
て
胡
汲
仲
の
大
同
論
に
所
謂
北
固
竹
林
寺
檜
壽
涯
を
引
用
し
て

「
按
竹

林
帥
鶴
林
北
固
即
澗
州
」
と
記
し
て
い
る
。

一
統
志
並
に
林
間
録
等
の
記
事
に
徴
し
て
京
江
の
竹
林
寺
は
潤
州
鶴
林
寺
の
事
で
あ
つ
て
江

蘇
…省
鎭
江
府
の
黄
鶴
山
に
あ
る
寺
刹
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
常
盤
大
定
氏
も
同
書
、
壽
涯
條
に
於
て
そ
の
現
存
を
認
め
て
い
る
如
く
、

潤
州
黄
鶴
山
に
鶴
林
寺
の
存
在
す
る
こ
と
が
窺
見
せ
ら
れ
る
。
壽
涯
は
此
の
潤
州
黄
鶴
山
の
鶴
林
寺
に
住
持
と
な
つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

次
に
濾
漢
年
譜
並
に
濠
漢
志
に
於
け
る
廊
山
傳
詮
で
あ
る
が
、
度
性
善
の
記
事
に
徴
し
隠
者
老
浮
圖
を
壽
涯
と
す
る
と
壽
涯
は
潤
州
以

外
鷹
山
に
も
居
佳
し
た
る
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
灘
漢
が
屡
監
鷹
山
に
赴
い
て
い
る
か
ら
し
て
、
或
は
鷹
山
に
於
て
壽
涯
に
會
し

て
敏
を
受
け
た
で
あ
ら
う
と
も
推
察
せ
ら
る
。
毛
西
河
は
度
性
善
の
所
謂

「
疑
帥
壽
涯
」
に
就
て

「
自
必
有
猿
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
然

し
度
性
善
の
読
は
そ
の
典
猿
が
瞠
昧
で
あ
る
か
ら
、
他
に
正
確
な
る
資
料
の
存
し
な
い
限
り
壽
涯
の
庸
山
居
住
訟
は
疑
問
と
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
に
依
つ
て
漁
漢
が
鷹
山
に
於
て
彼
に
超
遁
し
た
で
あ
ら
う
と
推
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

次
に
景
隆
の
尚
直
編
に
於
け
る
太
極
圖
の
由
來
傳
承
に
關
し
て
の
所
訟
を
見
る
に

國

一
輝
師
以
二道
學
一傳
二於
壽
涯
灘
師
↓
涯
傅
二麻
衣
↓
衣
傅
二陳
搏
↓
搏
傳
二紳
放
「
放
傳
二穆
修
軸
修
傳
二
李
挺
之
↓
李
傅
二康
節
郡
子
'

也
、
穆
修
又
以
二所
傳
太
極
圖
一授
二於
渥
漢
周
子
↓
已
而
周
子
担
二
間
東
林
総
脚
師
太
極
圖
之
深
旨
↓
東
林
爲
レ
之
委
曲
割
論
、
周
子
廣
二

東
林
之
語
一而
爲
一一太
極
圖
読
叫
周
子
長
一於
輝
學
工
夫
(
是
以
工
夫
之
道
過
二於
郡
子
輔
云
云

(荷
直
編
、
巻
下
)

濠
問

太
極
圖
之
所
フ由
、
絡
日
、
竹
林
壽
涯
灘
師
得
二國

一
輝
師
之
心
傳
↓
其
來
遠
尖

(同
上
)

か
く
の
如
く
道
學
は
國

一
輝
師
に
依
つ
て
創
始
せ
ら
れ
、
壽
涯
は
此
の
國

一
輝
師
の
心
傳
を
相
承
し
て
太
極
圖
を
作
り
、
穆
修
が
所
偉
の

太
極
圖
を
鎌
漢
に
傳
授
し
た
と
蓮
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
問
題
は
術
直
編
に
於
て
ぽ
壽
涯
が
作
爲
し
た

こ
と
』
な
る
。



上
掲
の
讃
書
志
に
於
け
る
景
迂
の
言
に
於
て
は
、
術
直
編
に
於
け
る
が
如
く
壽
涯
が
太
極
固
を
作
爲
し
た
と
か
傳
授
し
た
と
か
の
皐
は

全
く
鰯
れ
て
い
な
い
が
、
唯
演
漢
の
學
師
が
壽
涯
で
あ
る
と
し
て
い
る
に
渦
ぎ
な
い
。
倫
直
編
に
於
て
は
壽
涯
を
以
て
渥
漢
の
直
師
と
し

て
居
ら
す
、
國
二

輝
師
の
法
嗣
で
あ
る
壽
涯
か
ら
渡
漢
迄
の
傅
承
に
就
て
は
、
麻
衣
、
陳
搏
、
紳
放
、
穆
修
の
四
道
士
を
奉
げ
て
い
る
。

此
の
鮎
に
於
て
讃
書
志
と
倫
直

編
と
は
そ
の
所
論
に
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
帥
.ち
、
爾
誘
を
併
せ
考
え
る
と
、
薮
に
時
代
を
異
に
し
た
る

爾
壽
涯
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
國

一
灘
師
の
法
嗣
で
あ
る
唐
の
壽
涯
と
濾
漢
の
師
で
あ
る
宋
の
壽
涯
と
で
あ
る
。
此
の
磨
宋

の
爾
壽
涯
に
就
て
い
つ
れ
が
穏
當
で
あ
る
か

一
慮
槍
討
し
て
見
る
こ
と
」
す
る
。

唐
の
壽
涯
の
師
で
あ
る
國

一
道
欽
樺
師
に
關
し
て
の
傳
記
は
景
徳
傳
燈
録

(巷
四
)、
宋
高
倫
傳

(第
九
)
、
繹
氏
稽
古
略

(谷
三
)
等
に

記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
實
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
傅
燈
録
に
糠
つ
て
そ
の
傳
記
の

一
部
を
薮
に
引
用
す
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
。

蘇
州
箆
山
人
也
、
姓
朱
氏
、
初
服
二瞥
儒
敏
↓
年
二
十
八
、
玄
素
騨
師
遇
レ之
、
因
謂
レ之
日
、

観
二子
神
氣
温
粋
嚇
眞
法
寳
也
、

師
感

悟
、
因
求
レ爲
二弟
子
ハ
素
躬
與
二落
髪
↓
(省
略
)
、
唐
大
暦
三
年
代
宗
詔
至
二闘
下
ハ
親
加
二謄
禮
『
(省
略
)、
帝
挽
、

謂
二忠
國
師
一日
、

欲
レ錫
二欽
師

一
名
ハ
忠
欽
然
奉
レ詔
、
乃
賜
二
號
國

コ
焉
、
後
辮
二本
山
↓
於
二貞
元
八
年
十
二
月
一示
寂
、
論
レ法
而
逝
、
壽
七
十
有
九
、

勅
謹
日
二大
畳
輝
師
↓

即
ち
道
欽
輝
師
は
そ
の
師
潤
州
鶴
林
寺
の
玄
素
陣
師

(宋
高
信
傳
、
第
九
)
で
、
唐
大
暦
三
年
代
宗
よ
り
國

一
の
號
を
賜
い
唐
の
徳
宗
貞
元

八
年

(西
紀
七
九
ご
)
壽
七
十
九
を
以
て
示
寂
し
て
い
る
。
径
山
道
欽
傅
に
は
師
が
度
す
る
所
の
弟
子
、
崇
恵
輝
師
、
大
豫
山
顔
弾
師
、
苑

陽
杏
山
悟
騨
師
、
清
陽
廣
敷
騨
師
等
を
學
げ
て
い
る
が
、
壽
涯
の
名
は
載
つ
て
い
な
い
し
、
傳
燈
録
並
に
高
櫓
傳
等
を
槍
し
て
も
そ
の
傳

記
が
存
し
て
い
な
い
。
察
す
る
に
僧
壽
涯
は
著
名
な
入
物
で
な
か
つ
た
た
め
か
、
或
は
實
在
し
な
い
人
物
で
あ
つ
た
た
め
か
、
或
は
そ
の

他
の
理
由
で
記
載
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
』
思
う
。
然
し
術
直
編
に
於
て
景
隆
が
太
極
圓
の
傅
承
に
僧
壽
涯
を
特

に
重
要
覗
し
て
そ
の
名
を

屡
、
墾
げ
て
い
る
黙
か
ら
す
る
と
、
相
當
著
名
な
人
物
で
あ
る
か
ら
當
然
彼
の
傳
記
が
傳
燈
録
か
高
倫
傳
等
に
、
或
は
そ
の
名
が
國

一
潭

市木
墨
'の
源
流
に
於
け
る
縄
唄的
環
い境

三
九
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〇

師
傳
に
も
載
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
」
る
人
物
で
あ
り
な
が
ら
壽
涯
の
傳
記
並
に
彼
の
名
が
傳
燈
録
並
に
高
信
傳
に
記
載
さ

れ
な
い
こ
と
に
疑
問
を
い
だ
く
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
實
在
す
る
歴
史
的
人
物
で
な
く
て
、
架
室
的
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
依

つ
て
唐
の
壽
涯
が
國

一
灘
師
の
法
嗣
で
あ
り
道
を
國

一
よ
り
學
ん
だ
と
す
る
こ
と
は
虎
読
と
し
か
思
わ
れ
ぬ
。
倫
、
壽
涯
が
太
極
圖
を
傳

授
し
た
●の
は
麻
衣
道
者
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
此
の
麻
衣
と
唐
の
壽
涯
と
の
年
齢
の
關
係
か
ら
も
槍
討
し
て
み
よ
う
。

壽
涯
が
國

一
灘
師
の
弟
子
で
九
十
歳
の
長
謬
を
以
て
示
寂
し
た
と
假
定
す
る
と
、
そ
の
年
は
唐
の
諮
宗
成
通
三
年
帥
ち
西
紀
八
六
二
年

前
後
と
な
る
。
廊
衣
は
{示
の
太
組
建
隆
元
年

(酉
紀
九
六
〇
)
に
太
租
と
問
答
し
て
い
る
所
か
ら
し
て
、
そ
の
時
の
年
齢
を
九
十
歳
と
假
定

す
る
と
西
紀
八
七
〇
年
頃
の
生
年
と
な
つ
て
、
麻
衣
の
出
世
前
に
壽
涯
が
硬
し
た
こ
と
』
な
る
。
荷
、
麻
衣
が
壽
涯
示
寂
の
時
二
十
歳
で

彼
よ
り
教
を
受
け
圖
を
傳
授
し
た
と
す
る
と
、
麻
衣
の
年
齢
は
百
二
十
歳
前
後
と
な
つ
て
絵
り
に
も
そ
の
長
壽
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で

壽
涯
麻
衣
に
於
け
る
年
齢
の
關
係
上
、
唐
壽
涯
の
實
在
は
更
に
疑
問
で
あ
る
。
以
上
壽
涯
の
傅
記
並
に
年
齢
の
こ
つ
の
貼
か
ら
し
て
、
唐

の
壽
涯
は
全
く
實
在
人
物
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
尚
直
編
の
作
者
景
隆
が
何
故
か
架
察
的
人
物
で
あ
る
唐
壽
涯
を
國

一
の
法
嗣
と

し
た
か
其
の
理
由
は
明
瞭
で
な
い
が
、
と
に
か
く
該
詮
に
關
す
る
倫
直
編
の
読
は
疑
問
で
あ
つ
て
信
愚
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

次
に
宋
の
壽
涯
即̀
ち
灘
漢
が
師
事
し
た
と
謂
れ
る
壽
涯
に
就
て
考
察
し
て
見
る
に
、
傳
燈
録
、
宋
高
檜
…傳
、
そ
の
他
の
皮
傳
に
徴
し
て

も
唐
の
壽
涯
と
同
じ
く
彼
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
壽
涯
が
濾
漢
の
師
事
し
た
る
名
檜
で
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
史
傳
に
彼

の
名
だ
け
で
も
載
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
名
を
逸
し
て
い
る
所
か
ら
し
て
考
え
る
に
、
こ
れ
又
、
唐
壽
涯
読
の
如
く
實
在
し
な

い
人
物
で
は
な
い
か
と
疑
う
の
で
あ
る
。
唐
宋
爾
壽
涯
詮
に
封
し
て
疑
問
を
い
だ
い
て
い
る
が
、
唐
簿
涯
読
は
既
述
し
た
る
如
く
時
代
的

に
も
距
り
が
あ
つ
て
虚
詮
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
然
し
宋
壽
涯
論
の
方
は
否
定
的
断
案
を
下
す
こ
と
は
出
來
た
い
。
寧
ろ
宍
壽
涯
は

史
傳
に
な
く
と
も
架
室
的
人
物
で
な
い
と
考
え
た
い
。
常
盤
大
定
氏
も

「
支
那
に
於
け
る
佛
敏
と
儒
敏
道
敏
」
(ご
〇
四
頁
)
の
壽
涯
條
に

於
て
こ
れ
を
是
認
し
て
い
る
。
厳
を
以
て
演
漢
の
師
を
宋
の
壽
涯
で
あ
ら
う
と
推
定
し
て
置
く
。
こ
れ
に
就
て
常
盤
大
定
氏
も
同
書
に
於

て
こ
れ
を
認
め
て
居
り
、
倫
、
大
江
文
城
氏
も

「
程
朱
哲
學
史
論
」
(一一=
頁
)
に
於
て
是
認
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
此
の
推
定
か
ら
し
て



既
述
の
如
く
讃
書
志
に
記
す
る
澗
州
鶴
林
寺
の
倫
壽
涯
は
唐
の
壽
涯
で
な
く
て
宋
の
壽
涯
と
い
う
こ
と
」
な
る
。
此
の
潤
州
鶴
林
寺
の
宋

壽
涯
と
榛
漢
と
の
關
係
に
就
て
は
後
に
譲
る
か
ら
薮
で
は
省
略
し
て
置
く
。
濾
漢
の
學
師
が
宋
の
潤
州
鶴
林
寺
倫
壽
涯
で
あ
る
こ
と
が
推

定
さ
れ
た
か
ら
、
此
の
宋
の
壽
涯
が
太
極
圖
を
作
爲
し
た
か
否
か
の
問
題
に
就
て
論
を
進
め
た
い
。

爪阿
直
編
に
於
け
る
太
極
圖
の
傅
承
に
就
て
論
述
し
た
「る
所
に
於
て
既
[に
掲
げ
た
.る

國

一
檸
師
以
二道
學
一傳
二於
壽
涯
輝
師
噸

濾
問
・一太
極
圖
之
所
ウ由
、
総
日
、
竹
林
壽
涯
脚
師
得

國

一
脚
師
之
心
傳
剛
其
來
遠
夷
。

に
徴
し
て
見
る
と
室
谷
景
隆
は
太
極
圖
を
壽
涯
が
創
作
し
た
こ
と
＼
し
て
い
る
様
に
窺
見
せ
ら
る
。
此
の
樹
直
編
に
於
け
る
所
謂
壽
涯
は

醜
に
検
討
し
た
る
如
く
に
唐
の
壽
涯
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
然
し
此
の
唐
壽
涯
は
實
在
し
な
い
架
室
的
な
人
物
と
さ
れ
た
か
ら
、
問
題

の
太
極
圖
の
作
爲
並
に
演
漢
の
學
師
に
就
て
は
關
係
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
依
つ
て
宋
の
壽
涯
に
就
て
は
讃
書
志
に
於
け
る
景
迂
の
所

謂
胡
武
不
周
茂
叔
同
師
二潤
州
鶴
林
寺
僧
壽
涯
一

が
當
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
樹
、
此
の
景
迂
の
言
に
依
つ
て
濠
漢
の
學
師
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
此
の
宋
の
壽
涯
が
演
漢
の
學

師
で
あ
る
こ
と
は
朗
に
推
定
さ
れ
た
の
で
問
題
で
無
い
に
し
て
も
、
彼
が
太
極
圖
を
創
作
し
た
か
否
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
元
來
、
太

極
圖
は
佛
敏
的
色
彩
が
無
く
濃
厚
に
道
家
的
性
質
を
帯
び
て
居
り
、
倫
、
最
も
信
頼
す
べ
き
穏
當
な
読
と
さ
れ
て
い
る
景
迂
の
言
に
於

て
、
杢
然
太
極
圖
の
こ
と
に
就
て
は
鱗
れ
て
い
な
い
所
か
ら

考
察
す
る
と
、
壽
涯
作
圖
論
は
疑
問
で
恐
ら
く
創
作
し
た
と
は

考
え
ら
れ

な
い
。
若
も
壽
涯
が
作
圖
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
景
迂
は
此
の
鮎
強
調
し
た
こ
と
X
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
壽
涯
の
作
圖
に
就
て
は
首
肯
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
壽
涯
が
太
極
圖
の
作
者
で
な
い
と
い
う
推
定
が
な
さ
れ
た
の
で
、
次
に
考
え
ら
れ
る
問
題
は
そ
の
圖

論
の
作
爲
に
就
て
の
黙
で
あ
る
が
、
壽
涯
が
圖
詮
を
作
爲
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
諸
家
総
べ
て
否
定
的
態
度
を
以
て
臨
ん
で
い
る

か
ら
問
題
と
は
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
毛
西
河
の
如
く
濾
漢
が
太
極
圖
を
壽
涯
か
ら
傳
授
さ
れ
た
と
す
る
読
は
首
肯
さ
れ
得
な
い
。
壽
涯
が

㌫米
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
一境

四
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作
固
者
で
も
無
く
或
は
圏
訟
作
者
で
も
無
く
な
つ
た
が
、
然
し
濾
漢
の
學
師
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
漁
漢
の
思
想

に
直
接
或
は
間
接
に
そ
の
佛
敏
的
否
輝
的
な
影
響
を
與
え
た
こ
と
に
就
て
は
無
硯
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

次
に
圃
並
に
圖
読
の
問
題
に
關
係
し
て
、
濠
漢
の
太
極
圖
読
の
作
爲
に
就
て
少
し
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

此
の
問
題
に
關
し
て
は

既
に
道
士
傳
承
読
の
項
に
於
て
隅
れ
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
太
極
岡
は
道
家
者
流
の
徒
に
依
つ
て
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

岡
設
作
者
は
陳
搏
か
或
は
濾
漢
か
で
あ
る
と
し
て
置
い
た
。
陳
搏
濾
漢
爾
論
の
い
つ
れ
で
あ
る
か
は
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
太
極
圖
が
道
家
者
流
の
手
に
な
つ
た
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
當
然
圖
論
も
道
士
輩
に
よ
る
も
の
キ
.推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

此
の
黙
に
於
て
陳
搏
論
の
方
が
穏
當
の
様
で
あ
る
。
次
に
濾
漢
詮
の
方
を
窺
見
す
る
に
、
街
直
編

(巻
下
)
に
所
謂

己
而
周
子
拍
二問
東
林
総
輝
師
太
極
岡
之
深
旨
↓
東
林
爲
レ之
委
曲
割
論
、
周
子
廣
二東
林
之
語
↓
而
爲
二太
極
岡
詮
↓

に
徴
し
て
、
東
林
常
総
輝
師
に
所
謂
太
極
圖
の
深
旨
を
問
討
し
、
そ
の
指
導
啓
磯
を
得
て
太
極
圖
設
を
作
つ
た
と
し
て
い
る
。
此
の
倫
…直

編
並
に
そ
の
他
諸
家
の
見
解
に
よ
る
と
、
概
ね
演
漢
を
以
て
圖
設
作
者
と
し
て
い
る
か
ら
濾
漢
論
が
正
し
い
様
に
も
考
え
ら
れ
る
。
爾
論

の
見
解
に
依
る
と
各
竜
首
肯
さ
れ
て
決
定
し
難
い
。
然
し
太
極
圖
論
な
る
も
の
が
元
來
太
極
陰
陽
五
行
の
儒
教
的
思
想
と
無
極
無
欲
の
老

荘
的
思
想
と
か
ら
な
つ
て
い
て
、
佛
敏
的
な
色
彩
が
乏
し
い
所
か
ら
考
え
る
と
、
曖
昧
で
は
あ
る
が
既
に
推
定
し
た
る
如
く
に
、
道
家
者

流
か
儒
家
者
流
か
即
ち
陳
搏
か
濾
漢
か
の
作
爲
と
思
わ
れ
る
。

荻
原
援
氏
は

「周
濠
漢
の
哲
學
」
(自
一=
一九
至
二
三
〇
)
に
於
て
圖
及
び

圖
読
は
他
人
よ
り
の
傳
承
で
あ
つ
て
濾
漢
の
自
作
で
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
が
、
そ
の
太
極
圖
の
濾
漢
自
作
で
無
い
こ
と
は
既
述
し
た

如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
圖
読
,は
渥
漢
の
作
爲
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
は
小
生
の
見
解
と
異
に
し
て
い
る
。
佛
者
傳
承
読
に
於
て
は
圭
と
し

て
僧
壽
涯
に
就
て
佛
者
詮
そ
の
他
の
問
題
を
槍
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
壽
涯
が
太
極
圖
の
作
者
で
も
無
く
、
又
そ
の
傳
授
者
で
も
な

い
と
推
定
さ
れ
た
。
闘
説
の
思
想
的
内
容
か
ら
し
て
佛
敏
的
な
色
彩
を
訣
い
て
い
る
の
で
、
佛
者
の
圖
論
作
爲
詮
は
考
え
ら
れ
な
い
。
依

つ
て
倫
壽
涯
が
圖
読
作
者
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
推
定
を
認
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
宋
壽
涯
は
圖
並
に
圖
読

の
作
者
で
は
無
く
な
つ
た
が
、
然
し
濾
漢
の
學
師
で
あ
る
以
上
濾
漢
と
の
交
渉
關
係
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



以
上
太
極
圓
の
作
簿
に
就
て
周
子
猫
創
読
、
道
士
侮
承
詮
、
佛
者
傳
承
論
の
三
設
を
槍
討
し
て
き
た
所
で
明
瞭
で
あ
る
如
く
太
極
圖
の

濾
漢
創
作
説
並
に
諄
涯
作
傳
設
は
首
肯
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
要
す
る
に
太
極
圖
は
道
家
者
流
の
作
爲
に
依
る
も
の
で
、
恐
ら
く
そ
の

作
者
は
道
士
陳
搏
で
は
な
か
ら
う
か
と
推
定
し
て
置
い
た
。
省
、
太
極
岡
説
の
作
者
に
就
て
は
陳
搏
か
或
は
濾
漢
か
で
あ
ら
う
と
思
わ
れ

る
。
佛
者
傳
承
詮
の
項
に
於
て
論
述
し
た
る
如
く
に
、
宋
の
壽
涯
は
圖
並
に
圖
詮
の
作
者
で
は
無
い
に
し
て
も
、
そ
の
作
傳
途
上
に
輝
的

な
啓
辿
指
導
と
琢
礪
佛
拭
と
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
尚
、
壽
涯
が
濾
漢
の
學
師
で
あ
る
所
か
ら
渥
漢
の
受
け
た
輝
的
影
響
も

決
し
て
無
観
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
、
演
漢
を
中
心
と
し
た
宋
學
の
源
流
に
醍
醸
さ
れ
た
榔
的
雰
圃
氣
の
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な

ら
な
い
。

(
二
)

前
節
に
於
て
圭
と
し
て
太
極
圓
並
に
太
極
圖
説
の
作
傳
に
就
て
論
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
傳
承
に
於
て
佛
灘
的
な
影
響
の
あ

つ
た
で
あ
ら
う
こ
と
、
樹
宋
壽
涯
の
濾
漢
に
及
ぼ
し
た
膵
的
影
響
の
鮮
少
で
無
か
つ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
。
次
に
論
述
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
は
圭
と
し
て
濾
漢
と
騨
と
の
關
係
で
あ
る
が
、
濠
漢
と
交
渉
の
あ
つ
た
と
さ
れ
る
壽
涯
等
の
膵
檜
に
就
て
そ
の
關
係
を
論

述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
依
つ
て
灘
漢
の
輝
的
雰
園
氣
と
そ
の
影
響
並
に
宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境
と
を
窺
見
し

よ
う
と
思
う
。

濾
漢
と
交
渉
の
あ
つ
た
輝
俗
中
、
彼
の
學
師
で
あ
る
潤
州
鶴
林
寺
の
宋
壽
涯
に
殻
て
は
既
に
指
摘
し
た
所
で
、
こ
れ
に
就
て
は
晃
公
武

の
護
書
志
を
始
め
と
し
で
度
性
善
の
演
漢
年
譜
、
濾
漢
志
、
馬
端
臨
の
交
献
通
考
・、
邦
敬
の
時
習
新
知
、
朱
葬
奪
の
経
義
考
、
陳
建
の
學

蔀
通
誹
、
等
に
記
さ
れ
て
い
る
。
壽
涯
以
外
交
遊
の
あ
つ
た
檸
倫
に
就
.'」
は
居
士
分
燈
録
、
罪
氏
家
塾
記
、
性
學
指
要
、
佛
覗
綱
目
、
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
で
朱
時
恩
の
居
士
分
燈
録
に
於
て
は

願
嘗
嘆
日
、
吾
此
妙
心
實
啓
二麺
於
黄
龍
h
登
二明
於
佛
印
↓
然
易
塩
廓
達
、
自
レ非
二東
林
開
遮
佛
拭
嚇
無
。蘇
二表
裏
洞
然
↓
(省
略
)
賛

{木
閉學
の
源
流
に
於
け
る
噸碑
的
環
境

四
三
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日
、
灘
漢
開
一「伊
洛
之
傳
門
而
考
二其
淵
源
↓
實
自
二佛
印
黄
龍
鐵
破
繭
所
ソ
著
太
極
亦
得
二之
東
林
司
(周
敦
願
條
)

初
見
二晦
堂
心
嶋
問
二敏
外
別
傳
之
旨
ハ
(省
略
)、
又
担
二東
林
総
輝
師
↓
(同
上
)

と
あ
り
、
術
、
畳
隠
本
誠
の
性
學
指
要
に
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

濾
識
二
學
者
一日
、
吾
此
妙
心
實
得
二啓
麺
於
南
老
噴
獲
二明
於
佛
印
↓
易
道
義
理
廊
.達
之
詮
、
若
不
γ得
二東
林
開
遮
佛
拭
↓
断
不
レ能
二表

裸
洞
然
該
貫
弘
博
∵
ム矢
。
(術
直
編
、
巻
下
引
用
)

・即
ち
こ
れ
等
に
徴
し
て
鶴
林
壽
涯
の
外
に
黄
龍
慧
南
輝
師
、
佛
印
了
元
暉
師
、
東
林
常
総
繹
師
、
晦
堂
組
心
輝
師
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
濾
漢
は
此
の
五
輝
師
に
歴
遊
参
脚
し
て
輝
的
啓
麺
指
導
と
そ
の
鉗
鎚
琢
礪
と
を
受
け
て
、
彼
の
性
格
と
思
想
と
は
更
に
輝
的
な
色
彩

を
帯
び
る
に
至
つ
た
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
大
定
氏
は

「支
那
に
於
け
る
佛
敏
と
儒
敏
道
敏
」
(二
〇
四
頁
、
二
〇
五
頁
)
に
於
て
、
湊

漢
の
交
遊
年
齢
迄
記
し
て
五
輝
師
と
の
交
遊
を
是
認
し
て
い
る
が
、
然
し
荻
原
氏
は

「
周
演
漢
の
哲
學
」
(特
に
一
八
六
頁
-
一
八
八
頁
)
に

於
け
る
宋
の
壽
涯
と
三
樺
師
の
項
に
於
て
、
宋
壽
涯
を
架
室
的
人
物
と
し
演
漢
の
壽
涯
從
學
読
を
否
定
し
て
居
り
、
尚
、
濾
漢
と
慧
南
、

了
元
、
常
総
、
(祀
心
は
暴
げ
て
い
な
い
)
と
の
交
遊
を
疑
問
と
し
て
い
る
が
、
「
演
漢
が
浮
屠
若
し
く
は
居

士
と
全
然
交
渉
を
有
た
な
か

つ
た
と
云
ふ
意
味
で
は
な
く
し
て
」
の
語
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
態
度
で
あ
る
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
以
下
項
を
分
け
て
五
輝
師
と
濾

漢
と
の
略
傳
を
封
照
し
て
周
子
の
學
灘
の
歌
態
を
窺
見
し
よ
う
と
思
う
。
鶴
林
寺
壽
涯
に
就
て
は
佛
者
傳
承
読
の
項
に
於
て
既
に
論
述
し

た
る
所
で
あ
る
か
ら
、
圭
と
し
て
既
述
以
外
の
事
項
に
就
て
論
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

A

鶴
林
壽
涯

壽
涯
に
就
て
の
史
傳
を
記
載
す
る
資
料
は
唯
、
讃
書
志
並
に
濾
漢
志
に
於
け
る

「
潤
州
鶴
林
寺
僧
壽
涯
」
が
あ
る
の
み
で
、
殆
ん
ど
全

く
存
し
て
い
な
い
か
ら
彼
の
詳
傳
は
不
明
で
あ
る
。
既
に
佛
者
傳
承
詮
の
項
に
於
て
壽
涯
が
潤
州
鎭
江
府
黄
鶴
山
鶴
林
寺
の
住
持
で
あ
り

濾
漢
の
學
師
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
て
お
い
た
。

濾
漢
の
傳
記
を
按
す
る
に
少
く
し
て
父
輔
成
を
失
つ
た
の
で
、
齢
十
五
の
時
母
郷
氏
と
倶
に
道
州
の
賛
道
縣
か
ら
京
師
に
赴
き
、
母
の



父
龍
圖
閣
學
士
郷
向
に
養
育
さ
れ
て
い
た
が
、
景
肪
三
年
鄭
向
の
奏
言
に
依
つ
て
彼
二
十
歳
の
時
初
め
て
將
作
監
圭
簿
に
補
試
せ
ら
れ
、

後
三
年
を
経
て
洪
州
分
寧
縣
の
圭
簿
と
な
り
、
即
ち
年
二
十
四
歳
の
時
初
め
て
仕
官
し
今
の
江
西
省
南
昌
の
地
に
赴
任
し
て
い
る
。
龍
圖

公
鄭
氏
及
び
母
仙
居
縣
太
君
の
墓
が
潤
州
丹
徒
縣
に
あ
る
所
か
ら
推
測
す
る
に
、
彼
が
龍
圖
公
の
家
に
赴
い
て
か
ら
以
後
に
於
て
、
鄭
氏

は
潤
州
丹
徒
縣
の
近
く
の
黄
鶴
山
に
住
居
を
移
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
察
す
る
に
濾
漢
は
鶴
林
寺
の
黄
鶴
山

附
近
を
來
往
す
る
こ
と
が
少
く
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
十
五
歳
か
ら
仕
官
の
二
十
四
歳
迄
約
十
ケ
年
の
間
に
於
て
、
黄
鶴
山
の
鶴

林
寺
を
訪
れ
壽
涯
と
還
遁
し
て
参
騨
の
機
會
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
壽
涯
を
師
と
し
て
輝
を
學
修
し
た
こ
と
に
就
て
は
讃
書
志

(晃
景
迂
の
言
)
に
於
け
る

胡
武
平
周
茂
叔
同
師
二潤
州
鶴
林
寺
僧
壽
涯
弔
(丈
献
通
考
及
び
経
義
考
に
電
記
載
)

並
に
宋
元
學
案

(巻
=
一)
に
於
け
る

周
子
與
二胡
宿
郡
古
↓
同
纂
二潤
州

一
浮
圖
ハ
而
得
二其
易
書
ハ

或
は
濠
漢
志
に
於
け
る

先
生
嘗
至
二潤
州
↓
與
二濠
漢
一遊
、
或
謂
、
渥
漢
與
二先
生
一同
師
'一潤
州
鶴
林
寺
信
壽
涯
ハ
或
謂
、
郡
康
節
之
父
超

一遁
先
生
於
鷹
山
(
從
二

隠
者
老
浮
屠
一遊
、
途
自
受
二
易
書
↓
(宋
元
學
案
、
巻
=
})

に
徴
し
て
窺
知
す
る
こ
と
が
出
來
る

濾
漢
が
潤
州
に
留
在
し
た
こ
と
に
就
て
は
彼
の
傳
記
に
依
る
と
既
述
の
十
五
歳
か
ら
仕
官
の
二
十
四
歳
迄
の
間
と
母
仙
居
縣
太
君
を
改

葬
し
た
彼
五
十
四
歳
以
降
と
で
あ
る
。
後
者
に
就
て
考
察
す
る
に
護
書
志
並
に
宋
元
學
案
等
に
依
る
と
、
蓋
し
瀦
漢
は
胡
宿
郡
古
と
倶
に

壽
涯
に
師
事
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

そ
れ
で
演
漢
が
若
し
五
十
四
歳
以
後
に
於
て
壽
涯
に
從
學
し
た
と
す
る
と
郡
古
は
八
十
絵
歳

(
周
子
五
十
四
歳
の
時
、
郡
古
子
の
康
節
六
十
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
父
郡
古
は
少
く
と
も
八
十
鯨
歳
以
上
と
考
え
ら
れ
る
)
と
推
定

さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
老
齢
を
以
て
周
子
と
倶
に
壽
涯
に
師
事
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
術
、
讃
書
志
、
丈
獄
通
考
、
経
義
考
等
に
依
る
と

宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

四
五
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濾
漢
は
そ
の
學
を
壽
涯
か
ら
受
け
て
爾
程
子
に
傳
授
し
た
と
し
て
い
る
が
、
明
道
伊
川
爾
子
が
濾
漢
に
師
事
し
た
の
は
彼
三
十
歳
以
後
の

数
年
間
で
あ
る
か
ら
、
周
子
の
毒
涯
に
師
事
し
た
の
は
三
十
歳
以
前
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
濾
漢
が
五
十
四
歳
以
後
に
於

て
壽
涯
に
師
事
し
た
と
す
れ
ば
そ
こ
に
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
こ
と
」
な
る
。
以
上
二
黙
に
就
て
の
考
察
か
ら
す
る
と
五
十
四
歳
以
後
壽
涯

に
從
學
し
た
こ
と
は
首
肯
出
來
・な
い
か
ら
潤
州
に
於
け
る
壽
涯
從
學
読
は
前
者
.即
ち
十
五
歳
以
降
二
十
四
歳
頃
迄
の
約
十
ケ
年
の
間
の
こ

と
』
な
る
。
常
盤
氏
も
前
揚
同
書
の
壽
涯
條
に
於
て
二
十
四
歳
以
前
論
を
是
認
し
て
い
る
。

俗
壽
涯
に
師
事
し
た
る
者
に
就
て
は
讃
書
志
並
に
濾
漢
志

(
一
読
)
に
於
て
は
周
濾
漢
と
胡
武
不
と
に
な
つ
て
居
り
、
濾
漢
志
の
他
の

詮

(
老
浮
屠
に
な
つ
て
い
る
が
僑
壽
涯
と
解
し
た
い
)
に
於
て
は
胡
宿
と
郡
古
と
に
な
つ
て
居
り
、
宋
元
學
案

(潤
州
の

一
浮
屠
に
な
つ

て
い
る
が
こ
れ
も
僑
壽
涯
と
解
し
た
い
)
に
於
て
は
瀧
漢
と
胡
宿
郡
古
と
に
な
つ
て
い
る
。
郡
古
の
從
學
に
就

て
は
上
述
の
如
く
疑
問
で

あ
つ
て
肯
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
又
、
胡
宿
の
壽
涯
從
學
に
就
て
も
讃
書
志
並
に
濾
漢
志
の
所
設
が
最
も
古
い
か
ら
し
て
一
鷹
首

肯
さ
れ
る
様
で
あ
る
が
疑
問
で
あ
る
。
然
し
胡
武
亭
は
濾
漢
と
親
交
の

一
人
で
あ
つ
た
關
係
上
、
周
胡
の
交
遊

に
就
て
は
疑
問
の
飴
地
は

無
い
か
ら
し
て
爾
志
の
所
詮
を
信
じ
て
よ
い
。
胡
武
卒
は
濾
漢
よ
り
二
十

一
歳
年
長
で
宋
太
宗
至
道
二
年

(西
紀
九
九
六
)
に
生
れ
英
宗
治

手
四
年

(西
紀
一
〇
六
七
)
に
硬
し
て
い
る
が
、
彼
の
略
傳
は
宋
史
本
傳
の
外
、
宋
元
學
案

(巻
=
一)
並
に
佛
租
統
紀

(第
一二

)
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。
統
紀
に
依
つ
て
窺
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

胡
宿
字
武
不
、
常
州
晋
陵
人
、
學
問
丈
章
、
當
世
推
重
、
由
二椹
密
副
使
↓
出
鎭
二杭
州
↓
毎
來
謁
二岳
師
↓
諮
二詞
妙
道
↓
躬
執
二弟
子

禮
↓
師
安
坐
、
不
二少
遜
↓

此
の
略
傳
に
所
謂
岳
師
と
は
浮
畳
仁
岳
膵
師
で
あ
つ
て
仁
岳
の
傳
は
佛
租
統
紀

(第
一二

)
並
に
繹
氏
稽
古
略

(巻
四
)
に
載

つ
て

い
る

が
、
そ
れ
に
ょ
る
と
英
宗
治
不
元
年
示
寂
で
輝
門
枢
要
、
榜
嚴
経
集
解
、
携
嚴
丈
句
、
金
剛
般
若
疏
、
蕪
聞
記
、
等
を
著
作
し
て
い
る
が

統
紀
に
所
謂

「
師
於
二楊
嚴
一用
婦
意
尤
至
」
に
徴
し
て
如
何
に
楊
嚴
に
專
念
し
た
る
か
穿
窺
わ
れ
る
し
、
術
、

統
紀
に
依
る
と
仁
畳
は
老

齢
の
た
.め
還
郷
し
た
が
、
武
不
は
岳
の
た
め
上
奏
し
て
浮
畳
の
號
を
賜
う
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
武
不
は
仁
岳
の
著
書
に
序
交
を
書
い
て



い
る
が
該
序
は
次
の
如
く
で
あ
る

宮
中
千
燈
、
多
光
互
入
、
堂
下
六
樂
、
正
聲
相
宣
、
鼓
吹
妙
経
、
藻
火
圓
敏
、
法
施
貴
方
法
哉
、
一繹
氏
稽
古
略
、
巻
四
)

こ
れ
に
依
つ
て
窺
見
す
る
に
武
手
は
仁
畳
を
師
と
し
た
る
騨
門
の
徒
で
榜
嚴
、
金
剛
、
華
嚴
、
圓
畳
、
等
と
學
修
し
た
と
思
わ
れ
る
。
濾

漢
は
武
不
と
親
交
の
友
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
胡
宿
並
に
仁
畳
の
輝
的
感
化
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
。
上
掲
の
武
不
の
序
文
は

羅
氏
稽
古
略
に
於
て
慶
暦
元
年
條
に
あ
る
か
ら
、
此
の
年
が
演
漢
の
二
十
五
歳
に
相
當
す
る
の
で
、
胡
周
の
交
遊
は
蓋
し
そ
れ
以
後
と
推

定
せ
ら
れ
る
。
胡
宿
は
仁
畳
に
師
事
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
壽
涯
從
學
読
は
疑
問
で
も
あ
る
が
、
然
し
讃
書
志
及
び
濾
漢
志
の
論
を
全
く

否
定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら

一
癒
是
認
し
て
置
く
こ
と
」
す
る
。

既
に
論
述
し
た
る
所
に
徴
し
て
演
漢
が
壽
涯
に
師
事
し
て
灘
を
修
得
し
た
こ
と
に
就
て
は
首
肯
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
彼
が
壽
涯
よ
り
如

何
な
る
も
の
を
受
け
得
た
か
を
宋
元
學
案

(巻
=
一)
に
糠
つ
て
窺
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

周
子
文
得
二天
地
之
偶
干
壽
涯
↓

晃
子
日
、
元
公
師
二
事
鶴
林
寺
倫
壽
涯
ハ
而
得
乙有
レ物
先
二天
地
一無
レ形
本
寂
蓼
能
爲
二萬
象
圭
一不
下
逐
二四
時

一凋
ム
之
偶
中
。

周
子
與
二胡
宿
郡
古
ハ
同
事
二
潤
州

一
浮
屠
↓
而
傳
二其
易
書
殉
郡
康
節
之
父
耀
二遁
先
生
子
鷹
山
↓
從
二隠
者
老
淫
屠
納
途
同
受
二易
書
ゆ

即
ち
宋
之
學
案
に
於
て
は
濾
漢
は
壽
涯
よ
り
天
地
の
偶
及
び
易
書
を
傳
授
さ
畑
た
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
就
て
考
察
す

る
に
壽
涯
が
天
地
の
偶
及
び
易
書
を
演
漢
に
傳
授
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
壽
涯
は
誰
よ
り
そ
れ
を
傳
授
さ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
確

た
る
資
料
が
存
し
な
い
限
り
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
尚
、
壽
涯
が
道
儒
の
徒
で
あ
る
な
ら
ば
か
」
る
傳
授
は
首
肯
さ
れ
得
る
と
し

て
も
、
彼
が
暉
僧
で
あ
る
限
り
か
」
る
道
儒
の
書
を
傳
授
し
た
と
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
彼
が
何
か
を
傅
授
し
た
と
す
れ
ば
、
佛
暉

に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
壽
涯
が
天
地
の
偶
並
に
易
書
を
濾
漢
に
傳
授
し
た
こ
と
に
就
て
は
全
然
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
か
」
る
意
味
に
於
て
宋
元
學
案
の
読
は
首
肯
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

既
述
し
た
る
如
く
壽
涯
は
太
極
國
並
に
岡
讃
の
作
傳
者
で
は
た
い
が
、
然
し
作
偉
途
上
に
何
等
か
の
形
式

に
於
て
問
接
的
に
輝
的
な
啓

宋
學
の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

四
七



輝

學

研

究

十

五

歳

眞
宗
天
禧
元
年

西
紀

一
〇

一
七
馳

二
十
四
歳

南
吊
赴
任

五
+
七
歳
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西憩
紀宗
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○寧
七六
三年
残

● ●
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此

の
問
屡
監
鶴
林
寺

に
赴
き
壽
涯
に
師
事

晒τ

+
農

以
讐

於
け
壽

涯
從
餐

蟻

間

四
八

麺
と
佛
拭
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
讃

書
志
に
於
て
は
た
だ
、
壽
涯
を
演
漢
の
學
師
と
し

て
い
て
、
太
極
圖
は
勿
論
天
地
偶
及
び
易
書
等
に

就
て
は
全
く
鯛
れ
て
い
な
い
が
、
景
迂
の
言
は
穏

當
な
も
の
と
考
え
る
。
壽
涯
と
濠
漢
と
の
交
渉
耀

遁
を
認
め
る
以
上
濾
漢
は
壽
涯
よ
り
輝
を
學
修
し

そ
の
灘
的
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と

は
出
來
な
い
と
思
わ
れ
る
。
樹
、
仁
畳
騨
師
に
師

事
し
た
る
親
友
胡
武
李
は
輝
門
の
徒
で
あ
る
關
係

上
、
そ
の
灘
的
感
化
の
あ
つ
た
こ
と
も
否
定
す
る

こ
と
は
出
來
な
い
。
壽
涯
從
學
に
就
て
・表
示
す
れ

ぼ
上
圖
の
如
く
で
あ
る
。

B

黄
龍
慧
南

慧
南
傳
に
依
る
と
彼
は
臨
濟
宗
黄
龍
派
の
組
で
眞
宗
成
手
五
年

(西
紀
一
〇
〇
二
)
信
州
玉
山
に
生
れ
、
姓

は
章
氏
、
幼
に
し
て
深
沈
、

既
に
大
人
の
相
が
あ
り
、
十

一
歳
の
時
磯
心
し
て
懐
玉
定
水
院
智
攣
に
就
て
出
家
し
、
十
九
歳
に
し
て
具
足
戒
を
受
け
鮮
宗
寺
に
翅
ぶ
。

三
角
山
の
懐
澄
に
参
じ
、
尋
で
澄
に
随
つ
て
渤
潭
に
赴
き
て
第

一
座
と
な
る
。
そ
の
後
、
石
霜
楚
圓
の
膝
下
に
侍
り
趙
州
勘
婆
に
よ
つ
て

省
悟
す
。
時
に
年
三
十
五
。
そ
れ
よ
り
以
後
、
諸
山
を
歴
叩
し
、
黄
藁
の
積
翠
に
退
居
し
尋
い
で
寧
州
隆
興
府

(江
西
省
南
昌
府
)
の
黄

龍
山
に
還
り
て
盛
に
宗
風
を
振
起
し
た
が
、
淋
宗
の
煕
寧
二
年

(西
紀
一
〇
六
九
)
三
月
十
七
日
遽
化
。
世
壽
六
十
八
。
普
畳
灘
師
と
追
譲

せ
ら
れ
、
そ
の
鯛
法
に
晦
堂
狙
心
、
費
峯
克
文
、
等
八
十
絵
人
あ
り
と
謂
わ
れ
て
い
る
。



(八
十
八
胆
道
影
傳
賛
巻
四
、
績
傳
灯
録
巻
七
、

佛
組
通
載
巷
二
へ
、

繹
氏
稽
古
略
巷
四
、

所
載
)

以
上
は
慧
南
の
略
傳
で
あ
る
が
、
慧
南
と
濠
漢
と
の
年
齢
を
比
較
す
る
と
慧
南
は
眞
宗
成
手
五
年

(西
紀
一
〇
9

一)
に
生
れ
、
演
漢
は

眞
宗
天
禧
元
年

(西
紀
一
〇
一
七
)
に
生
れ
て
い
る
か
ら
、
慧
南
の
方
が
濠
漢
よ
り
十
五
歳
年
長
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
雲
峰
交
悦
、

黄
龍
慧
南
、
晦
堂
祀
心
の
三
傳
に
依
る
と
、
阻
心
は
二
十

一
歳
に
し
て
龍
山
寺
惑
全
に
就
て
得
度
し
、
次
で
雲
峰
丈
悦
に
智
在
す
る
こ
と

三
年
、
彗
…南
に
四
年
随
從
し
、
僻
し
て
後
再
び
丈
悦
に
露
從
せ
し
間
に
丈
悦
の
寂
に
會
[う
て
い
る
。
(佛
猟
通
載
、
巻
二
九
、
狙
心
傳
條
)
丈

悦
は
宋
の
仁
宗
嘉
詰
七
年

(西
紀
一
〇
六
二
)
七
月
八
日
六
十
六
歳
を
以
て
寂
し
て
い
る
。
組
心
は
元
符
三
年

(西
紀
=

0
0
)
十

一
月
十

六
日
七
十
六
歳
で
世
を
去
つ
て
い
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
丈
悦
の
残
年
は
組
心
の
三
十
八
歳
の
時
に
當
り
、
組
心
が
出
家
し
て
か
ら
約
そ

十
八
年
に
相
當
し
て
い
る
。
祀
心
が
慧
南
に
随
從
し
た
年
を
推
定
す
る
に
際
し
て
、
假
り
に
丈
挽
よ
り
慧
南

に
韓
從
し
た
る
時
を
そ
の
中

間
と
す
る
な
ら
ば
、
阻
心
の
三
十
歳
頃
で
あ
つ
て
仁
宗
の
至
和
元
年
前
後
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
慧
南
は
至
和
元
年

(西
紀
一
〇
五

四
)
五
十
三
歳
頃
に
は
黄
葉
帥
ち
江
西
省
南
昌
府
に
在
佳
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

年
譜
に
よ
る
と
演
漢

が
洪
州
南
昌
の
知
縣
に
な

つ
て
赴
任
し
た
の
は
至
和
元
年
三
十
八
歳
で
嘉
肪
元
年
迄
約
そ
三
年
間
の
留
在
で
、
慧
南
…の
五
十
三
歳
か
ら
五
十
五
歳
迄
の
期
間
で
あ
る

が
、
慧
南
が
南
昌
に
赴
く
と
間
も
な
く
濾
漢
が
南
昌
に
赴
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
慧
南
と
濃
漢
と
が
倶
に
南
昌
に
智
在
し
た
の

は
演
…漢
在
任
の
三
年
間
で
、
そ
の
期
間
に
於
て
爾
者
の
交
遊
が
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
簾
漢
は
既
に
倫
壽
涯
に
参
じ
て
輝
心
暉
味
を

有
し
て
い
た
・か
ら
、
知
縣
と
し
て
南
昌
に
在
任
中
、
當
時
名
聲
の
あ
つ
た
黄
龍
慧
南
を
黄
葉
に
拝
芝
し
て
輝
を
修
學
し
た
こ
と
は
當
然
の

こ
と
』
首
肯
せ
ら
れ
る
。
依
つ
て
濾
漢
が
慧
南
よ
り
受
け
た
る
暉
的
感
化
と
影
響
と
は
無
硯
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
思
わ
れ
る
。
荘
を

以
て
居
士
分
燈
録
に
は
周
子
の
言
と
し
て

願
嘗
嘆
日
、
吾
此
妙
心
實
得
二啓
殖
於
黄
龍
弔
(周
敦
願
條
)

を
載
せ
、
樹
、
同
録
の
賛
に
は
次
の
如
く
記
し
て
.い
る
。

由木
學
の
源
流
に
於
け
る
蝿騨
的
環
境

四
・九



輝

學

研

究

五
〇

賛
日
、
瀦
漢
開
二伊
洛
之
傳
ハ
而
考
二其
淵
源
↓
實
自
二佛
印
黄
龍
鮎
破
輔
云
云

こ
れ
に
徴
し
て
演
漢
が
慧
南
よ
り
受
け
た
る
騨
的
影
響
の
如
何
に
顯
著
で
あ
つ
た
か
を
窺
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
上
述
の
如
く
瀦
漢
が

慧
南
に
参
陣
し
た
の
は
南
昌
で
あ
る
が
、
然
し
次
の
理
由
に
依
つ
て
南
…昌
以
外
の
地
に
於
て
は
爾
者
の
選
遁
は
無
い
も
の
と
推
定
せ
ら
れ

る
。
帥
ち
佛
阻
通
載
、
五
燈
會
元
、
繹
氏
稽
古
略
等
に
徴
し
て
慧
南
は
後
に
黄
龍
に
韓
住
し
て
い
る
が
、
南
昌
以
外
に
赴
い
た
跡
が
な
い

こ
と
」
、
周
子
年
譜
等
に
依
つ
て
濾
漢
は
嘉
鮪
元
年
十

一
月
合
州
に
縛
任
以
來
再
度
南
昌
に
來
訪
し
な
か
つ
た
こ
と
」
の
二
つ
の
理
由
に

櫨
う

て
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
演
…漢
が
慧
南
…と
交
遊
し
彼
に
参
膵
し
た
の
は
翫
述
の
如
く
南
…昌
の
地
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
期

間
は
渥
漢
が
知
縣
と
し
て
南
昌
に
赴
任
以
後
約
そ
三
年
聞
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

次
に
濾
漢
の
墓
誌
を
撰
し
た
親
友
播
興
嗣
を

通
し
て
演
漢
と
慧
南
と
の
關
係
を
窺
つ
て
み
た
い
。

洛
興
嗣

に
就
て
居
士
分
燈
録
に
は

「
播
興
嗣
黄
龍
慧
南
灘
師
法
嗣
」
と
題
し
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

播
興
嗣
字
延
之
南
州
人
、
初
調
二徳
化
縣
尉
↓
同
郡
許
賊
始
拝
二江
州
守
ハ
嗣
往
見
レ之
、
誠
不
レ爲
レ禮
、
途
懐
レ刺
臨
、
意
不
レ之
レ官
、
聞
二

道
於
慧
南
↓
獲
=其
印
可
叫
嘗
日
、
我
清
世
之
逸
民
、
故
自
號
二清
逸
居
士
↓
當
二是
時
↓
黄
龍
法
道
大
振
蜴
歴
恐
・後
、
云
云
、

(溶
興
嗣
條
)

此
の
後
に
南
老
と
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
績
傳
燈
録
、
巻
七
、
南
灘
師
條
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
居
士
分
燈
録
の
記
事
に
徴
し

て
、
播
興
嗣
は
黄
龍
慧
南
の
法
嗣
で
褒
心
し
て
早
く
よ
り
慧
南
に
参
輝
辮
道
し
て
輝
の
要
諦
を
究
明
し
そ
の
印
可
を
得
て
自
ら
清
逸
居
士

と
稻
し
て
い
た
。
慧
南
よ
り
受
け
た
る
播
興
嗣
の
暉
的
な
思
想
と
性
格
と
が
、
親
交
の
深
か
つ
た
濾
漢
に
感
化
影
響
を
與
え
す
に
は
措
か

な
か
つ
た
こ
と
は
推
察
す
る
に
難
く
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
此
の
滑
興
嗣
を
通
し
て
慧
南
の
輝
が
濾
漢
に
影
響
を
及
し
て
い
る
こ
と
は

當
然
と
す
べ
き
で
あ
る
。
濾
漢
は
直
接
慧
南
に
参
輝
し
て
騨
要
を
髄
得
し
て
お
り
、
間
接
的
に
も
播
興
嗣
か
ら
そ
の
慧
南
の
輝
的
感
化
を

受
け
て
い
る
。
か
く
濾
漢
は
直
接
的
に
も
或
は
聞
接
的
に
も
慧
南
と
の
關
係
が
深
か
つ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
慧
南
と
演
漢
と
の
傳

記
に
徴
し
て
爾
者
の
會
見
期
間
を
表
記
す
れ
ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。



三
十
五
歳

五
十
三
歳

五
+
五
歳

(
黄
龍

慧
南

)

眞
宗
成
卒

五
年

・

西
紀

一
〇
〇
二
生

石
霜
の

下
で

省
←叩脚 儲 →悟

■●

ー

南
昌
會
見
ー

●

(周
濠
漢
)

西
紀

一
〇

一
七

生

二

+

歳

三
十
八
歳

南
昌
赴
任

四

+
歳

計
㌫

任

紳
宗
煕
寧
ご
年

六
十
八

歳

西
紀

一
〇
六
九

黄
龍
山
に
於

て
寂

・

五
十

七
歳

展

約

そ
四

十
年
。

彼

の
徳

は
縞

素

を
化

し
法

は
紺
紳

賢
者

に
及
ん

だ
と
謂

わ
れ

る
。

哲
宗

元
符

元
年

(西
紀

一
〇
九
八
)
正
月

四

日
雲
居

山

に

於

て
遽
化

、

世
壽

六

十
九
、

坐

夏

五
十

二
歳
。

(

佛
胆
通
載
、
巻
二
九
、
緯
氏
稽
士n略
、
巻
四
、

績
傳
燈
録
、
巻
五
、

八
十
八
祀
道
影
傅
賛
、
谷
四
、)

宋
學

の
源
流

に
於
け
る
輝
的
環
境

五

一

C

佛
印
了
元

佛
印
了
元
姓
は
林
氏
、
字
は
畳
老
、
饒
州

浮
梁
の
人
、
世
汝
儒
を
業
と
し
、
二
歳
に
し

て
狼
汝
と
し
て
論
語
及
び
諸
家
の
詩
を
諦
し
、

五
歳
に
し
て
三
千
首
を
讃
諦
し
、
長
じ
て
五

経
の
大
義
に
通
達
し
た
。
或
時
竹
林
寺
に
詣

り
て
首
携
嚴
経
を
論
し
、
省
察
す
る
所
あ
り

て
途
に
儒
學
を
棄

て
佛
門
に
入
り
、
後
鷹
山

に
遊
び
開
先
の
邉
道
に
謁
し
た
。
時
に
齢
十

九
。
次
で
圓
通
訥
公
に
随
從
し
た
.が
、
訥
公

は
徳
望
の
高
い
了
元
を
推
し
て
江
州
承
天
に

佳
せ
し
め
、
齢
二
十
八
の
時
開
先
の
法
を
嗣

が
し
め
た
。
そ
の
後
承
天
か
ら
准
の
斗
方
、

底
山
の
開
先
、
露
宗
、
潤
の
金
山
、
焦
山
、

江
西
の
大
江
等
に
歴
佳
し
最
後
に
雲
居
に
佳

し
た
。
承
天
か
ら
雲
居
に
住
す
る
迄
そ
の
間



輝

學

研

究

五
二

圭
と
し
て
佛
祀
通
載
に
徴
し
て
佛
印
の
略
歴
を
窺
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
二
十
八
歳
の
時
承
天
に
佳
し
て
開
先
の
法
を
嗣
い
で
か

ら
斗
方
、
開
先
、
蘇
宗
、
金
山
、
焦
山
、
大
江
、
雲
居
、
等
を
歴
住
し
遷
化
す
る
迄
、
そ
の
間
約
そ
四
十
年
間
で
あ
つ
た
。
彼
の
朦
山
在

留
の
期
聞
を
推
定
す
る
に
際
し
て
、
彼
が
鷹
山
の
齢
宗
か
ら
潤
の
金
山
に
縛
住
し
た
る
時
期
に
就
て
考
察
し
て
見
る
に
佛
祀
通
載
に
は

東
披
繭
一黄
州
「
庸
山
封
岸
、
元
居
二蛉
宗
↓
酬
酢
妙
句
、
與
二
畑
雲
一孚
レ麗
、
及
三其
在
二金
山
↓
東
披
繹
還
二
東
呉
一夷
。

(巻
一一九
佛
印
了
元
條
)

と
あ
り
、
爪何
、
居
士
分
燈
録
に
は

元
豊
三
年
講
二黄
州
ハ
時
佛
印
了
元
佳
一一蹄
宗
↓
紙
與
酬
酢
妙
句
、
畑
雲
孚
レ麗
、
自
レ
黄
徒
'汝
、
因
遊
二鷹
山
(
宿
二東
林
「
與
二照
畳
常

総
一論
=無
情
話
↓
有
γ省
o

へ巻
下
、
蘇
戦
條
)

と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
徴
し
て
佛
印
と
蘇
賦
と
の
交
遊
關
係
を
窺
う
こ
と
が
出
來
る
が
、
蘇
賦
が
黄
州
に
流
諦
せ
ら
れ
た
の
は
元
豊
三

年

(西
紀
一
〇
八
〇
)
で
同
七
年
に
は
汝
州
に
赴
い
て
い
る
。
蘇
賦
の
黄
州
に
諦
さ
れ
た
元
豊
三
年
頃
は
禽
佛
印
は
廊
山
の
露
宗
に
佳
し
て

い
る
が
、
佛
印
が
潤
の
金
山
に
韓
佳
し
て
い
る
頃
に
は
東
波
は
既
に
汝
州
に
蹄
還
し
て
い
る
。
そ
れ
で
佛
祀
通
載
等
に
於
け
る
歴
住
の
順

序
を
信
す
る
な
ら
ば
、
佛
印
は
承
天
に
佳
し
て
開
先
の
法
を
嗣
い
だ
二
十
八
歳
か
ら
蘇
拭
の
黄
州
流
諦
の
元
豊

三
年
即
ち
五
十

一
歳
頃
迄

は
鷹
山
に
留
在
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
を
濾
漢
の
年
齢
に
就
て
見
る
に
、

佛
印
二
十
八
歳
の
時
は
濾
漢
四
十
三
歳

へ西
紀
一

〇
五
九
)
に
當
る
か
ら
し
て
、

佛
印
は
瀦
漢
の
四
十
三
歳
の
頃
か
ら
そ
の
波
後
六
年
頃
迄
約
そ
二
十
年
間
の
庸
山
在
留
で
あ
る
。

濾
漢
と

佛
印
と
は
如
何
な
る
交
渉
關
係
が
あ
つ
た
か
に
就
て
窺
見
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
濾
漢
が
佛
印
に
交
渉
し
た
年
齢
に
就
て

も
大
略
推
定
を
試
み
た
い
。
印
ち
雲
臥
紀
談
、
居
士
分
燈
録
、
佛
法
金
湯
篇
、
等
に
徴
し
て
爾
者
の
交
遊
關
係
を
窮
う
と
次
の
如
く
で
あ

る
o春

陵
有
レ水
日
レ濾
、
周
公
茂
叔
先
世
所
レ居
、
既
樂
二鷹
山
之
幽
勝
↓
而
築
レ室
則
以
レ濾
名
二其
総
ハ蓋
識
レ不
レ忘
γ本
夷
、
子
レ時
佛
印
輝



師

元

公
寓

二
驚
難

之

上
↓
相

與
講

レ
道

爲
二
方

外
友

ハ

由
ソ
是

命
二
佛

印

一作

二
青

松
肚

圭
↓
追

二
纏

白
蓮
故

事

ハ

嘉
砧

中
、

公

通
二
守
機

上

↓

尋
有

レ
漕

二
公
於

部
使

者

剛
臨

レ
之

甚
威

、
公

虚
レ
之
超

然
、
佛

印
聞

而
述

二
鷹

山
移
丈

一寄

レ
之

日
、

仕

路
風
波

蓋

可
レ
驚

、
唯

君
心

地
坦

然

平
、

未

レ
談

二
世
利

一眉

先
搬
、

緩

顧

二雲

山

一
眼
便

明
、

湖
宅

近
分

ご
堤
柳

色
↓

田
齋

新
占

二
石

難
聲

ハ
青
松

巳
約

爲

二
輝
肚

嚇
莫

レ遣

・、露

時

白
髪

生

一
公

未
レ
露
間

、
復
趣

レ
之

日
、

常
思

湖

口
綱

謬
別

、
又
憶

匡
鷹

欄
漫

遊
、

爾

地
山
川

頻
在

レ
目
、

十
年

風

月
澹

経
レ
秋
、

仙
家

丹

藥

誰

能
致

、
佛
國

乾
坤

自

可
〆
休
、

況

有
二
天
地
蓮

砒
約

↓
何

時
摘

レ
手

話
二
峰

頭
↓
公

錐

レ
爲

二窮

理
之

學

ハ
而
推

二
佛

印

一爲

二
祉

圭
(
筍

道

之

不
レ
同

堂
能

相
與

爲

レ謀

耶
。

(雲
臥
紀

談
、
上
)

周
敦

願
字

茂
叔

、
春

陵
人

、
(省
略
)
因

遊

二
鷹

山
ハ
樂

=
其

幽
勝

ハ
途
築

レ
室

鴬
、

時

佛
印

了
元

寓
二
鷺

漢

ハ
噸

謁
・
之
、

相
與
講

・道

、
問

日
、
天
命

之
謂

レ
性

率
レ
性
之
謂

レ
道

、
輝

門
何

謂

二無

心

是
道

コ

兀
日
疑
則

別
参

、
願

日
参

則

不
レ
無
、

畢
尭

以
レ
何
爲

レ
道

、
元

日
、
満

目

青

山

一
二
任
看

↓
願
翻

然
有

レ
省

、

一
日
忽

見

二
窓
前

草
生

ハ
乃

日
、
與

二
自

家
意

思

一
一
般

、

以
レ偶

呈

レ
元

日
、

昔
本

不
レ
迷

、
今

不
レ
悟
、

心
融

境

會
総

二幽

潜

ハ
草

深
窓

外
松

當
レ
道

、
蓋

日
令
二
人
看

不
τ
厭

、
途
請

ン
元
、

作

二
青
松

肚

圭
軸

以
綿
二
白
蓮
故

事
幻

(居
士
分
燈
録
、
周
敦
顧
條
。
伺
、
佛
法
金
湯
篇
、
巻

=

一
に
も
記
載
)

雲

臥
紀
談

に
所
謂
嘉

肪
中

公

通
守

溝

上
を
周

子
年

譜

に
徴

す

る
に

嘉
肪

六
年

先
生
時

年
四

十

五
選

二
國
司

博

士

一通

二
判
度

州

(鞍
州
)。

と
あ

る
如
く

馨
州

の
通
判

と
な

つ
た

の
は
嘉
肪

六
年

で
あ

る
。
雲

臥
紀
談

の
丈

を
推

考

す

る
と
嘉
訪

六
年

帥

ち
四

十

五
歳

以
前

か
ら

深
交

の
あ

つ
た
も

の

と
思

わ
れ

る
。

そ
れ

で
瀦
漢

四

十
五
歳

前
後

に
亘
る
期
間

佛

印

と

の
交
渉

が
な

さ
れ

た
も

の
と
す

べ
き

で
あ

る
。
荷
、

演

漢

が
鷹

山

に
退
嬰

し

た
五

十
四
歳

以
後

五

十
七
歳

迄
、
帥

ち
佛

印

の
四

十
歳

か
ら
四

十

三
歳

迄

の
間

鷹
山

に
於

て

會
見

さ
れ

た
と
思

わ

れ

る

。
上

述

の
如
く

佛

印

二
十
八
歳

か

ら
四

十

三
歳

迄

の
約

そ
十

五
年
間

と
推

定

し
た

が
、
要

す
る

に
此

の
前
後

二
同

匹

日
一り

爾
者

の
會
見

交

遊

が
推
定

さ
れ

る

が
前

詮

よ
り
後
詮

の
方

が
よ
・り

確

實
性

が
あ

る
。

上
掲

の
資

料

に
依

つ

て
爾
者

に
於

け

る
交

遊
關

係

の
如

何

に
深
厚

で
あ

つ
た

か
が
窺

わ

れ
為
。

演
漢

と
佛

印

と
ぽ

庸

山

の
鷺

漢

に
會

し

虫
公
學
の
源
流
に
於
け
る
螂碑
的
環
境

五
三



灘

學

研

究

五
四

五
に
灘
要
を
語
り
性
理
の
學
を
論
じ
方
外
の
友
と
な
つ
た
が
、
湊
漢
は
佛
印
を
以
つ
て
脊
松
肚
圭
と
な
し
た
程
で
あ
る
。
濾
漢
は
輝
門
何

謂
二無
心
是
道
一と
獲
問
し
た
る
に
封
し
て
、
佛
印
は
疑
則
別
参
と
實
参
實
究
底
の
輝
的
髄
験
を
要
す
こ
と
を
論
し
て
い
る
。
佛
印
の
所
謂

満
…目
青
山

一
二
任
看
一に
よ
つ
て
疑
團
氷
解
し
途
に
省
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
窓
前
の
葦
生
を
眺
め
て
途
に
所
謂
…與
二自
家
意
志
一
一
般
な
る

輝
的
心
境
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
濾
漢
が
更
に
省
悟
の
心
境
を
偶
に
述
べ
て
佛
印
に
提
示
し
て
曰
く

昔
本
不
〆迷
、
今
不
γ悟
、
心
融
境
會
総
二幽
潜
↓
茸
・深
窓
外
松
巻
田μ道
、
盤
日
令
二人
看
不
7厭
。
(居
士
分
燈
録
、
周
敦
傾
條
)

と
。
佛
印
は
此
の
偶
に
和
し
て
次
の
如
く
提
唱
し
て
い
る
。

大
道
禮
寛
無
ノ不
γ
在
、
何
拘
動
植
與
二斐
潜
↓
行
ー
観
坐
ー看
了
無
〆凝
、
色
-
見
聲
ー
求
心
自
厭
。
(佛
法
金
湯
編
、
谷
=
一、
周
子
條
)

演
漢
の
偶
に
依
つ
て
心
境
融
通
し
た
る

一
如
の
心
境
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
彼
の
道
の
髄
認
に
よ
る
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
か
く
の

如
き
彼
の
省
悟
の
心
境
は
佛
印
の
啓
麹
指
導
に
よ
る
騨
的
影
響
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
藪
を
以
て
居
士
分
燈
録

に
は
濾
漢
の
語
と
し
て

吾
此
妙
心
實
啓
二殖
於
黄
龍
一議
二
明
於
佛
印
殉

と
記
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
演
漢
と
佛
印
と
の
交
渉
に
就
て
論
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
爾
者
に
親
密
な
交
遊
が
な
さ
れ
演
漢
は
佛
印
に

依
つ
て
啓
獲
さ
れ
省
悟
す
る
所
多
大
で
あ
つ
た
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
爾
者
の
交
渉
を
表
記
す
れ
ば
次
頁
の
如
く
で
あ
る
。

D

晦
堂
狙
心

黄
龍
費
畳
緯
は
祀
心
、
南
雄
始
興
の
人
。
晩
年
黄
龍
に
住
し
た
る
を
以
て
黄
龍
租
心
と
も
構
す
。
年
十
九
に
し
て
病
の
た
め
盲

と
な

る
。
龍
山
寺
沙
門
恵
全
に
師
事
し
出
家
し
て
雲
峰
の
文
悦
に
随
從
す
る
こ
と
三
年
。
挽
を
去
つ
て
黄
藁
の
慧
南
に
赴
き
留
在
す
る
こ
と
四

年
。
更
に
僻
し
て
再
び
雲
峰
の
交
挽
に
臨
從
し
た
が
悦
公
入
寂
。
後
京
師
に
遊
び
國
門
の
外
に
結
庵
し
て
居
佳
。
狙
心
鷹
山
に
遊
ぶ
こ
と

前
後
二
同
。
佛
印
了
元
の
遽
化
後
二
年
哲
宗
の
元
符
三
年

(西
紀
=

O
O
)
十

一
月
六
日
黄
龍
山
に
於
て
寂
す
。
閲
世
七
十
有
六
。
坐
夏

五
十
二
歳
。
(佛
温
通
載
、
巻
ご
九
、
狙
心
條
。
繹
氏
稽
古
略
、
巻
四
)

.
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佛
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宗
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西
紀

一
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三
ご
生

十

九

』旗

開
先
遇
道

に
謁
す

二
+
八
歳

四

+

歳

四
+
三
歳

五

+

歳

六
+
九
歳

開
先

の
法
を
嗣
ぎ

承
天
寺

に
住
す

●

雲西哲
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於九元
て八年
寂
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宋
學

の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

1

三
十
歳
前
後
交
遊
ー

・
交

遊

1
麿
山
會
見

ー

(
周
濾

漢

)

・

+

六

歳

・

三
+
四

歳

・

四

士

二
歳

●

籍

鱒
蛋

嬰

西
紀

一
〇
七
三
殻

祀
心
は
元
符
三
年
七
十
六
歳
を

以
て
示
寂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

生
誕
は
仁
宗
の
天
聖
二
年
帥
ち
西

紀

一
〇
二
五
に
當
る

の

で
灘

漢

(天
禧
元
年
、
西
紀
一
〇
一
七
生
)
よ

り
八
歳
年
少
で
あ
る
。
狙
心
と
演

漢
と
の
會
見
に
就
て
窺
見
し
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
が
、
爾
者
の
傳

記
を
封
照
す
る
と
、
そ
の
濯
遁
の

機
會
は
狙
心
が
鷹
山
に
赴
き
し
時

と
黄
龍

の
南
老
に
随
從
し
た
る
時

と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
此
の
爾

者
の
會
見
交
渉
に
就
て
以
下
論
述

を
試
み
推
定
を
下
し
た
い
。

鷹
山
に
於
け
る
會
見
に
就
て
で

あ
る
が
、
濾
漢
は
煕
寧
六
年
五
十

七
歳
を
以
て
世
を
去
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
祀
心
四
十
九
歳
の
時
に
相

當
し
て
い
る
か
ら
、
會
見
が
な
さ

五
五



輝

學

研

究

五
六

れ
た
と
す
れ
ば
祀
心
の
四
十
九
歳
迄
に
超
遁
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
租
心
が
鷹
山
に
遊
歴
し
た
の
は
黄
奨
を
去
つ
た
以
後
で
あ

る
か
ら
、
租
心
四
十
五
歳
以
後
の
事
で
あ
つ
て
瀦
漢
の
五
十
三
歳
以
後
と
な
る
。
濠
漢
は
五
十
四
歳
以
後
鷹
山
に
在
留
し
て
い
る
か
ら
し

て
、
獲
年
の
五
十
七
歳
頃
迄
に
於
け
る
数
年
間
、
鷹
山
に
於
て
組
心
と
の
會
見
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
い
。

次
は
第
二
の
會
見
と
し
て
考
え
ら
れ
る
黄
龍
慧
南
随
從
に
於
け
る
機
會
で
あ
る
。
組
心
は
最
初
龍
山
の
恵
全
に
師
事
し
、
以
後
雲
峰
の

交
悦
に
三
年
、黄
葉
の
慧
南
に
四
年
各
,
随
從
し
、
再
び
交
悦
に
蘇
從
し
た
.る
時
悦
公
示
寂
し
た
の
で
あ
る
。
黄
龍
慧
南
の
項
に
於
て
既
に

推
定
し
た
.所
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
が
如
く
、
祀
心
が
文
悦
か
ら
慧
南
に
韓
從
し
た
の
は
至
和
元
年
頃
で
狙
心
三
十
歳
頃
と
な
る
。
爾
來
祀

心
は
約
そ
四
年
聞
南
昌
黄
奨
の
慧
南
に
随
從
し
て
い
る
。
演
漢
も
至
和
元
年
三
十
八
歳
に
し
て
南
昌
に
赴
任
し
て
か
ら
任
地
に
留
在
す
る

こ
と
約
そ
三
年
で
、
そ
の
間
慧
南
と
交
遊
し
参
潭
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
慧
南
の
項
に
於
て
論
述
し
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
で
組
心
と
演
漢

と
は
共
に
黄
葉
の
慧
南
に
随
從
し
て
修
輝
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
爾
者
從
學
の
期
間
は
約
そ
三
年
間
と
推
定
し
て
置
く
。
其
の
間
に
於
て

濾
漢
は
祀
心
と
曇
鷺
會
見
し
て
い
る
筈
で
、
從
つ
て
濾
漢
は
慧
南
に
就
て
は
勿
論
組
心
に
も
從
學
し
て
騨
要
を
得
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ

る
。
組
心
は
慧
南
門
下
の
高
足
で
あ
る
か
ら
し
て
師
家
に
代
つ
て
接
化
し
た
機
會
は
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
、
次

に
引
用
す
る
濠
漢
が
狙
心

に
敏
外
別
傳
の
騨
旨
を
問
う
た
と
す
る
居
士
分
燈
録
の
記
事
も
首
肯
せ
ら
れ
る
。
濾
漢
が
租
心
に
参
膵
し
て
教
外
別
傳
の
旨
を
尋
問
し
た

る
時
に
祀
心
が
、
懇
鍮
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
就
て
居
士
分
燈
録
に
は
次
の
如
く
載
せ
て
い
る
。

周
敦
願
字
茂
叔
、
春
陵
人
、
初
見
二晦
堂
心
↓
問
二敏
外
別
傳
之
旨
嚇
心
鍮
〆之
日
、
只
須
丁向
二備
自
家
屋
裏

一打
勲
上、
孔
子
謂
朝
聞
ソ道

夕
死
可
夷
、
畢
寛
以
レ何
爲
レ運
、
夕
死
可
耶
、
顔
子
不
/
改
二其
樂
↓
所
レ樂
何
事
、
但
於
〆此
究
寛
久
久
自
然
有
二箇
契
合
虎
囮
(周
子
條
)

要
す
る
に
上
論
に
徴
し
て
濾
漢
は
南
昌
に
於
て
慧
南
の
會
下
阻
心
に
参
輝
問
道
し
て
居
り
、
倫
晩
年
鷹
山
に
於
て
も
再
會
し
て
い
る
と

す
べ
き
で
あ
る
か
ら
爾
者
の
交
渉
は
認
む
べ
き
と
考
え
る
。
上
論
に
徴
し
て
爾
者
の
交
遊
會
見
を
表
記
す
る
と
次
頁
の
如
く
で
あ
る
。

E

東
林
常
総

東
林
常
総
姓

は
施
氏
、創
州
尤
漢
に
生
る
。
十

一
歳
の
時
寳
雲
寺
の
丈
兆
法
師
に
依
つ
て
出
家
し
、建
州
大
中
寺
の
契
恩
律
師
に
詣
り
て
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二
十
歳

頃

惑
全
に
就
き
得
度

三
+
歳
頃

三
+

二
歳

三
十

一二
歳
…

四
+
六
歳

四
+
九
歳

丈
悦
に
← 随→
墾

季

 

黄
龍
慧
爾

に
随
從
1

文
挽
に
← 麟→
從
　
1晩

寂
)

●●●● ●

(
周

演

漢

)

i

裏

†
一

_●.,

四

十

歳

合嘉
州砧
赴元
任年
十

月

.●

十
八
歳

南
昌
赴
任

.
」
1

魔
山
會
†

 ●

七
+
六
歳

潴
攣

謹

簿

.

朱
學

の
源
流
に
於
け
る
輝
的
環
境

i

の
五
+
四
歳

し
五
+
七
歳

受
具
。
吉
州
禾
山
の
暉
智
材
公
に

随
從
。
其
後
蕾
龍
慧
南
に
道
を
聞

き
て
蹄
宗
に
詣
る
。
爾
來
慧
南
に

随
從
し
て
石
門
の
南
塔
、
黄
壁
ハの

積
翠
を
経
て
黄
龍
に
遽
る
迄
そ
の

聞
二
十
年
を
閲
し
た
。
慧
南
…の
寂

後
洪
州
太
守
榮
公
修
の
拝
請
に
依

つ
て
渤
潭
に
佳
し
た
が
、
元
豊
三

年
江
州
東
林
の
律
居
が
改
め
ら
れ

て
騨
院
と
な
る
に
際
し
詔
に
よ
り

薮
に
韓
佳
。
其
後
再
び
詔
を
受
け

て
相
國
の
智
海
禅
院
に
佳
し
元
肪

三
年
照
畳
騨
師
の
號
を
賜
う
。
元

一茄
六
・年

(西
紀
一
〇
九
一
)
九
月
二

十
五
日
寂
。
世
壽
六
十
七
、
坐
夏

四
+
九
。

(
佛

魍
通
載

、
巷

二
八
、

常
繍
…條

。
績

傳
…燈
録
、
巻

一
山ハ
。
縄
　氏
稽
い古

略
、
巻

四
。
)

五
七



輝
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五
八

此
の
常
総
傳
に
依
る
と
彼
は
哲
宗
元
茄
六
年
六
十
七
歳
で
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
そ
の
生
年
は
仁
宗
天
聖
三
年
(西
紀
一
〇

二
五
)
と
な
る
。
そ
の
間
約
そ
二
十
年
間
を
閲
し
た
と
あ
る
の
は
、
慧
南
の
會
下
に
参
じ
て
か
ら
そ
の
寂
年
迄
随
從
し
て
い
た
期
聞
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
慧
南
の
残
し
た
煕
寧
二
年

(西
紀
一
〇
六
九
)
が
常
総
の
四
十
五
歳
に
相
當
す
る
か
ら
し
て
、

彼
の
二
十
六
歳
頃

(西

紀
一
〇
五
〇
)
か
ら
随
從
し
た
こ
と
に
な
る
。
狙
心
は
至
和
元
年
頃
か
ら
約
そ
四
ケ
年
南
昌
に
於
て
慧
南
に
随
從
し
た
の
で
あ
る
が
、
常
総

も
同
じ
く
南
昌
に
あ
り
て
慧
南
に
從
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
濠
漢
が
至
和
元
年
南
昌
知
縣
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
嘉
祐
元
年
十

一
月
合
州

に
韓
佳
す
る
迄
約
そ
三
年
間
南
昌
に
留
在
し
て
狙
心
及
び
常
総
と
共
に
慧
南
に
参
じ
て
い
た
。
そ
れ
で
演
漢
は
南
昌
在
留
約
そ
三
ケ
年
聞

常
総
と
屡
、
交
渉
の
機
會
が
あ
つ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
演
漢
の
南
昌
に
赴
い
た
至
和
元
年
三
十
八
歳

(西
紀
一
〇
五
四
)
か
ら
嘉
肪

元
年
四
十
歳

(西
紀
一
〇
五
六
)
迄
を
常
総
の
年
齢
に
封
照
す
る
と
、
三
十
歳
か
ら
三
十
二
歳
迄
に
相
當
し
て
い
る
か
ら
そ
の
間
に
於
て
演

漢
と
還
遍
し
た
こ
と
」
な
る
。
以
上
は
南
昌
に
於
け
る
演
漢
と
常
総
と
の
交
渉
に
就
て
窺
見
し
た
の
で
あ
る
が
こ
れ
は
認
む
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
。
演
漢
は
南
昌
を
去
つ
て
合
州

(
重
慶
)
に
赴
任
以
後
獲
年
迄
に
於
て
常
総
と
の
再
會
が
な
さ
れ
た
か
如
何
か
に
就
て
更
に
検
討

し
て
見
た
い
。

濠
漢
と
常
総
と
の
交
渉
に
關
し
て
の
資
料
を
見
る
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

元
公
初
與
二東
林
総
一遊
、
久
μ之
無
γ所
ン
入
、
総
敏
二
之
静
坐
↓
月
絵
有
ン得
、
以
γ詩
呈
日
、
書
堂
兀
坐
萬
機
休
、
日
暖
風
和
草
自
幽
、

誰
道
二
千
年
遠
事
、
而
今
只
在
ご眼
晴
頭
嚇
総
肯
γ之
、
印
與
結
二青
松
肚
幻
(宋
元
學
案
、
巻
=
一)

叉
知
二東
林
総
輝
師
↓
総
日
、
吾
佛
謂
實
際
理
地
、
帥
眞
實
無
妄
誠
也
、
大
哉
乾
元
、
萬
物
資
始
、
資
二此
實
理
↓
乾
道
攣
化
、

各
正
二

性
命
↓
正
此
實
理
、
天
地
聖
入
之
道
至
誠
而
己
、
必
要
下着
二

一
路
實
地
工
夫
一直
至
中於

一
旦
諮
然
悟
入
上、
不
ン可
下只
在
二言
語
上
一會
よ、

又
嘗
與
ソ総
論
ン
性
及
二理
法
界
事
法
界
↓
至
二於
理
事
交
徹
↓
冷
然
猫
會
、
途
著
二太
極
岡
読
↓
語
語
出
γ自
二東
林
ロ
訣
↓
因
遊
二鷹
山
↓
樂
二

其
幽
勝
↓
途
築
γ室
焉
o
(居
士
分
燈
録
、
周
子
條
)

上
掲
の
宗
元
學
案
並
に
居
士
分
燈
録
の
記
事
に
徴
し
て
見
る
に
、
南
昌
以
外
鷹
山
の
東
林
に
於
て
爾
者
の
會
見
交
遊
が
な
さ
れ
た
如
く
で
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+
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東
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文

兆
法
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に
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り

・

出
家
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寂
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潭
に

 

盧

山
東
林
輝
院

に

佳
す

折
ロウ不
一兀
砧
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西
紀

一
〇

九

一
寂
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宋
學

の
源
流
に
於
け
る
輝
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環
境

(
周

渥

漢

)

T

南
昌
會
†

1

盧
山
會
見
1

●●●雪響●

三
+
八
歳

四

+

歳

五
+
四
歳

五
+
七
歳

あ
る
。
上
述
の
佛
祀
通
載
に
於
け
る

元
豊
三
年
詔
革
二江
州
東
林
律
居
一爲
二輝
院
↓観
文

殿
學
士
王
公
詔
出
二南
昌
↓
欲
二延
寳
畳
心
公
↓
心

學
ン総
自
代
。

に
依
る
と
常
総
は
紳
宗
元
豊
三
年

へ西
紀

一
〇
八
六
)

齢
㎜五
十
六
の
時
に
東
林
灘
院
に
繭
算任
し
て
い
る
が
、

然
し
演
漢
は
そ
れ
よ
り

七
年
以
前

帥
ち
煕
寧

六
年

(西
紀
一
〇
七
三
)
に
世
を
去
つ
て
い
る
。

そ
れ
で
爾

者
が
會
見
し
た
と
す
れ
ば
合
州
以
後
即
ち
四
十
五
歳

頃
か
ら
残
し
た
五
十
七
歳
迄
の
約
そ
十
年
聞
、
殊
に

演
漢
が
庶
山
に
退
嬰
し
た
五
十
四
歳
以
後
約
そ
数
年

間
に
會
見
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
い
。
藪
を

以
て
宋
元
學
案
に
は

元
公
初
與
二東
林
総
一遊
、

久
レ
之
無
ソ
所
レ
入
、

総

教
二之
静
坐
↓
月
鯨
有
〆
得
。

或
は
居
士
分
燈
録
に
は

又
拍
二東
林
総
輝
師
相

叉
嘗
與
γ総
論
γ性
及
二
理
法
界
事
法
界
叩

と
記
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
事
は
鷹
山
の
東

五
九



輝

學

研

究

六
〇

林
に
於
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
瀦
漢
は
常
総
に
参
輝
間
道
し
て
至
道
は
言
詮
不
及
底
に
し
て
参
究
を
要
す
こ
と
、
並
に
静
坐
が

省
悟
の
唯

一
的
方
法
で
あ
る
こ
と
等
を
懇
鍮
し
て
居
り
、
街
嘗
て
性
及
び
理
事
法
界
に
就
て
互
に
論
じ
演
漢
は
猫
會
す
る
所
あ
り
。
居
士

分
燈
録

(周
子
條
)
に
も

然
易
理
廓
達
、
自
ン非
二東
林
開
遮
梯
拭
↓無
レ蘇
二表
裏
洞
然
ゆ

と
あ
る
如
く
濾
漢
の
思
想
學
詮
に
及
し
た
る
常
総
の
影
響
も
鮮
少
で
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
爪何
濠
漢
の
圖
説
作
著
は
圭
と
し
て
東
林
の

啓
褒
に
ょ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
爾
者
の
交
遊
關
係
を
表
記
す
る
と
前
項
の
如
く
で
あ
る
。

(
三
)

上
論
の
如
く
鶴
林
壽
涯
、
黄
龍
慧
南
、
佛
印
了
元
、
晦
堂
狙
心
、
東
林
常
総
の
五
項
に
亙
つ
て
濃
漢
と
の
交
渉
を
詳
細
槍
討
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
依
つ
て
そ
の
關
係
に
親
疎
長
短
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
五
灘
師
と
の
交
遊
は
是
認
す

べ
き
で
、
彼
が
参
輝
辮
道
し

て
得
た
る
暉
的
影
響
と
そ
の
感
化
は
多
と
す
べ
き
で
あ
る
。
五
灘
師
と
彼
と
の
交
渉
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

A

鶴
林
壽
涯
の
項
に
於
て
は
、
郡
齋
讃
書
志
に
於
け
る
景
迂
説
の
如
く
壽
涯
を
以
つ
て
濠
漢
の
學
師
と
し
て
爾
者
に
交
渉
の
あ
る
こ

と
を
認
め
、
そ
の
從
學
は
潤
州
鶴
林
寺
に
於
て
演
漢
の
十
五
歳
頃
か
ら
二
十
四
歳
頃
迄
の
聞
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
8
に
於
て
既

述
し
た
る
如
く
爾
者
の
鷹
山
會
見
説
並
に
學
友
胡
武
手
の
壽
涯
師
事
読
に
就
て
は
疑
問
で
あ
る
が
、
然
し
壽
涯
並
に
胡
武
手
の
演
漢
に
與

え
た
輝
的
影
響
は
否
定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
思
わ
れ
る
。

B

黄
龍
慧
南
の
項
に
於
て
は
濾
漢
が
南
昌
に
知
縣
と
し
て
赴
任
し
た
る
至
和
元
年
か
ら
嘉
詰
元
年
帥
ち
三
十
八
歳
か
ら
四
十
歳
迄
の

約
そ
三
年
間
黄
葉
の
積
翠
に
於
て
慧
南
と
の
交
渉
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
慧
南
よ
り
受
け
た
る
暉
的
影
響
は
勿
論
で
あ
る
が
、

倫
慧
南
の
法
嗣
で
あ
る
親
友
潜
興
嗣
を
通
し
て
得
た
る
騨
的
感
化
も
没
し
去
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

C

佛
印
了
元
の
項
に
於
て
、
濾
漢
が
了
元
に
参
脚
間
道
し
彼
を
青
松
杜
圭
と
し
て
い
る
か
ら
、
爾
者
交
渉
の
あ
る
こ
と
が
窺
見
せ
ら



れ
る
。
了
元
が
開
先
の
法
を
嗣
い
だ
二
十
八
歳
以
降
約
そ
二
十
年
の
鷹
山
在
留
で
あ
る
が
、
鷹
山
に
於
て
演
漢
四
十
五
歳
前
後
と
五
十
四

歳
以
後
と
の
数
年
間
に
交
渉
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
前
者
よ
り
後
者
の
方
が
よ
り
確
實
性
が
彊
い
と
思
わ
れ
る
。

D

晦
堂
狙
心
の
項
に
於
て
は
、
濾
漢
は
狙
心
と
南
昌
及
び
庶
山
に
於
て
選
遁
が
な
さ
れ
た
と
し
た
が
、
後
者
の
場
合
は
濃
漢
五
十
四

歳
以
後
数
年
間
で
あ
る
。
前
者
は
彼
が
南
昌
に
赴
任
し
た
三
十
八
歳
以
降
四
十
歳
合
州
赴
任
迄
の
間
で
あ
つ
て
濾
漢
は
組
心
と
共
に
慧
南

(
周

濾

漢

)

+

五

歳

二
+
四
歳

●

三
+

八
歳

・

四

+

歳

四
+
五
轟

H

」

五
+
四
歳

r
七
歳

●_●

鶴
林
壽
涯
-

潤
州

(
胡
武
李
)

欝

輔
　南
基

)

(濟

興
嗣

)

佛
印
了
元
ー

鷹
山

醐翼

密

季

の
源
流

に
於
け
る
輝
的
環
境

に
從
學
し
て
い
た
の
で
組
心
と
の
交
渉
は
な
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

E

東
林
常
総
の
項
に
於
て
は
、
常
総
の
會
見
は
南
昌
と
鷹
山
と
に
於
て
な
さ
れ

た
と
し
た
。
前
者
に
於
て
は
常
総
も
祀
心
、
濾
漢
と
共
に
南
昌
の
會
下
に
あ
つ
た
の

で
、
常
総
と
の
交
渉
は
認
む
べ
き
で
そ
の
期
聞
は
演
漢
の
南
…昌
在
任
二
年
で
あ
る
。

後
者
に
於
て
は
濠
漢
五
十
四
歳
以
後
の
数
年
聞
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

以
上
五
灘
師
の
各
項
に
於
て
榛
漢
と
の
交
渉
に
關
し
て
の
事
項
を
要
約
し
た
の
で

あ
る
が
、
更
に
こ
れ
を
纒
め
て
見
る
な
ら
ば
、
濠
漢
は
十
五
歳
頃
か
ら
二
十
四
歳
頃

迄
の
青
年
期
に
於
て
潤
州
鶴
林
寺
信
壽
涯
に
師
事
し
、
そ
の
三
十
八
歳
か
ら
四
十
歳

迄
と
四
十
五
歳
前
後
と
の
中
年
後
期
帥
ち
前
者
に
於
て
は
南
昌
在
任
中
黄
奨
に
於
て

黄
龍
慧
南
、
及
び
そ
の
會
下
の
晦
堂
組
心
、
東
林
常
総
に
随
從
し
て
修
灘
し
て
居
り
、

後
者
に
於
て
は
四
十
五
歳
前
後
頃
鷹
山
に
於
て
佛
印
了
元
と
交
遊
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
し
、
晩
年
五
十
四
歳
以
後
に
は
鷹
山
に
於
て
佛
印
了
元
、
晦
堂
祀
心
、
東
林
常

総
の
三
師
と
交
遊
し
て
儒
灘
の
學
に
就
て
論
じ
あ
つ
て
い
る
。
五
騨
師
の
各
項
の
絡

に
瀦
漢
と
の
交
渉
圖
表
を
附
記
し
て
お
い
た
が
、
上
述
の
参
考
に
も
な
る
か
ら
便
宜

上
更
に
こ
れ
を

一
括
し
て
表
記
す
れ
ば
上
圖
の
如
く
で
あ
る
。

山二
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ニ

か
く
の
如
く
濠
漢
は
壽
涯
、常
総
、租
心
、慧
南
、
了
元
の
五
輝
師
と
交
渉
が
な
さ
れ
た
と
推
定
し
た
が
、
そ
の
交
遊
に
依
つ
て
膵
的
な
啓

殖
と
琢
礪
を
受
け
濠
漢
の
思
想
、
性
格
に
陣
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
鮮
少
で
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
常
盤
大
定
氏
が

「周
子
は
了

元
と
の
交
渉
に
於
て
そ
の
哲
學
的
基
礎
を
深
め
た
る
な
ら
ん
と
思
は
る
」
(支
那
に
於
け
る
佛
敏
と
儒
教
道
教
)
と
述
べ
て
い
る
が
、

慧
南
、

狙
心
、
常
総
と
の
交
渉
に
依
る
こ
と
も
認
む
べ
き
で
あ
る
。
術
、
濾
漢
の
學
友
で
あ
る
播
興
嗣
と
胡
武
不
と
の
交
遊
を
通
し
て
得
た
る
暉

的
感
化
も
否
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
爪何
、
薮
に
看
過
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
こ
と
は
、
そ
の
時
代
的
、
地
理
的
な
環
境
で

一
言
こ
れ

に
鍋
れ
て
置
く
。
そ
の
時
代
的
環
境
に
就
て
は
本
論
作
に
依
つ
て
明
か
で
あ
る
如
く
論
述
す
る
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
宋
代
は
輝
宗

の
極
盛
期
で
當
代
を
風
靡
し
た
る
そ
の
暉
的
影
響
は
顯
著
で
没
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
か
X
る
事
情
が
仁
宗
治
世
四
十
二
年
間
と
紳
宗

煕
寧
六
年
迄
の
五
十
年
間
に
於
け
る
思
想
界
σ
特
異
性
で
あ
の
そ
の
動
向
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
思
想
的
傾
向
の
祉
會
に
最
も
永
く
生

活
し
活
動
し
た
る
も
の
は
濾
漢
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
地
理
的
環
境
に
就
て
こ
れ
を
見
る
に
、
濾
漢
が
居
住
し
た
る
所
は
悉
く

江
西
省
で
、
彼
と
密
接
な
關
係
を
も
つ
そ
の
洪
州
は
輝
宗
の
淵
叢
で
馬
祀
道

一
以
後
多
く
の
輝
界
の
亘
匠
が
輩
出
し
て
盛
ん
に
灘
幡
を
高

揚
し
た
る
所
で
あ
る
。
濠
漢
の
輝
的
環
境
を
見
る
上
に
此
の
時
代
的
、
地
理
的
な
事
情
を
無
硯
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
實
に
演
漢
は
上

述
の
如
く
條
件
の
具
つ
た
恵
ま
れ
た
然
も
豊
か
な
輝
的
雰
園
氣
の
下
に
あ
つ
た
の
で
、
自
然
思
想
的
に
も
性
格
的
に
も
膵
的
型
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
事
情
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
演
漢
に
從
學
し
た
る
程
子
が
師
を

「
周
茂
叔
窮
輝
客
」
と
評
し
た
こ
と
は
、
却
つ
て
反
讃
と
も

な
つ
て
濾
漢
と
騨
と
の
關
係
を
肯
定
す
る
も
の
で
、
彼
が
弟
子
に
封
し
て
所
謂

「
顔
子
所
樂
如
何
」
に
依
つ
て
静
坐
工
夫
せ
し
め
た
も
の

で
輝
的
公
案
と
も
見
る
べ
き
で
、
そ
の
思
想
に
於
て
騨
の
及
ぼ
し
た
る
影
響
は
實
に
大
き
く
周
子
以
後
の
諸
儒
に
灘
的
色
彩
の
あ
る
は
論

を
侯
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
此
の
公
案
静
坐
読
並
に
窮
檸
客
読
に
就
て
大
定
氏
は
同
書

(二
〇
六
頁
)
に
於
て
是
認

し
て
居
る
が
、
荻
原
氏
は

同
書
の
常
盤
読
の
批
評

(自
一
九
〇
頁
至
一
九
六
頁
)
に
於
て
こ
れ
を
誤
謬
と
し
て
否
認
し
て
い
る
。
樹
、荻
原
氏
は
大
定
読
が
総
べ
て
矛
盾
、

不
整
合
、誤
謬
で
あ
る
と
駁
し
て
い
る
が
酷
評
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。原
始
儒
敏
と
は
趣
を
異
に
し
た
深
み
の
あ
る
哲
學
的
色
彩
を
帯
び
た

宋
代
儒
學
の
基
盤
が
、
圭
と
し
て
瀦
漢

に
依
つ
て
構
威
さ
れ
た
の
も
彼
の
輝
的
行
修
に
起
因
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。叢
を
以
て
濠
漢

を
中
心
と
し
た
宋
學
の
源
流
に
は
以
上
の
如
轟

的
雰
園
氣
の
あ
る
こ
と
を
無
硯
す
る
こ
と
は
出
來
秩

。
(
丈
部
省
科
學
研
究
牌
ハに
依
る

昭

利

二

八
、

三
脱

稿
)


